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は
じ
め
に

こ
れ
か
ら
到
来
す
るSociety 5.0

時
代
を
見
据
え
、

文
部
科
学
省
に
お
い
て
、
昨
年
11
月
に
学
校
教
育
の
中
核

を
担
う
教
師
を
支
え
、
そ
の
質
を
高
め
る
ツ
ー
ル
と
し
て
先

端
技
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
等
を
ま
と
め
た「
新

時
代
の
学
び
を
支
え
る
先
端
技
術
の
フ
ル
活
用
に
向
け
て

〜
柴
山
・
学
び
の
革
新
プ
ラ
ン
〜
」（
以
下「
柴
山
・
学
び
の

革
新
プ
ラ
ン
」と
い
う
。）を
公
表
し
ま
し
た
。

こ
の
柴
山
・
学
び
の
革
新
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
て
、
文
部
科

学
省
初
等
中
等
教
育
局
に「
学
び
の
先
端
技
術
活
用
推
進

室
」を
新
設
し
、
子
供
の
力
を
最
大
限
引
き
出
す
学
び
を

実
現
す
る
た
め
に
、
I
C
T
を
基
盤
と
し
た
先
端
技
術
を

効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
検

討
し
、
本
年
3
月
に「
新
時
代
の
学
び
を
支
え
る
先
端
技

術
活
用
推
進
方
策（
中
間
ま
と
め
）」（
以
下「
中
間
ま
と

め
」と
い
う
。）を
示
し
ま
し
た
。

今
回
、
本
年
5
月
に
公
表
さ
れ
た
教
育
再
生
実
行
会
議

の「
技
術
の
進
展
に
応
じ
た
教
育
の
革
新
、
新
時
代
に
対

応
し
た
高
等
学
校
改
革
に
つ
い
て（
第
十
一
次
提
言
）」も

踏
ま
え
つ
つ
、
地
方
自
治
体
、
事
業
者
、
研
究
者
等
の
知

見
を
有
す
る
関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
い
、
中
間
ま
と
め

の
内
容
を
更
に
深
掘
り
し
、
新
時
代
に
求
め
ら
れ
る
教
育

の
在
り
方
や
、
教
育
現
場
で
I
C
T
環
境
を
基
盤
と
し
た

先
端
技
術
や
教
育
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
意
義
と
課

題
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
取
組
方
策
を

ま
と
め
た「
新
時
代
の
学
び
を
支
え
る
先
端
技
術
活
用
推

進
方
策（
最
終
ま
と
め
）」を
本
年
6
月
25
日
に
公
表
し
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
施
策
が
実
効
性
を
持
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
、

文
部
科
学
大
臣
を
本
部
長
と
す
る「
先
端
技
術
・
教
育
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
利
活
用
推
進
本
部
」を
設
置
し
、
同
日
に
第
1

回
会
合
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、本
年
4
月
、中
央
教
育
審
議
会
に
、Society 5.0

時
代
を
見
据
え
、
義
務
教
育
9
年
間
を
見
通
し
た
児
童
生

徒
の
発
達
の
段
階
に
応
じ
た
学
級
担
任
制
と
教
科
担
任
制

の
在
り
方
や
習
熟
度
別
指
導
の
在
り
方
な
ど
の
今
後
の
指

導
体
制
の
在
り
方
、
教
育
課
程
の
在
り
方
、
児
童
生
徒
一

人
一
人
の
能
力
、
適
性
等
に
応
じ
た
指
導
の
在
り
方
、
高

等
学
校
教
育
の
在
り
方
、
教
職
員
配
置
や
教
員
免
許
制
度

の
在
り
方
な
ど
の
初
等
中
等
教
育
全
般
の
教
育
制
度
を
は

じ
め
と
し
た
様
々
な
方
策
に
関
す
る
諮
問（「
新
し
い
時
代

の
初
等
中
等
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」）が
行
わ
れ
、
検

討
の
緒
に
就
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

中
央
教
育
審
議
会
の
議
論
と
併
せ
て
、
本
報
告
で
示
し

た
I
C
T
を
基
盤
と
し
た
先
端
技
術
と
教
育
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
効
果
的
に
活
用
し
て
い
く
た
め
の
様
々
な
取
組
を
両
輪

と
し
て
、
新
時
代
の
学
校
、
子
供
の
学
び
を
実
現
す
る
た

め
の
取
組
を
加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。

1
新
時
代
に
お
け
る
先
端
技
術
・
教
育
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
効
果
的
に
活
用
し
た
学
び
の
在
り
方

（
1
）新
時
代
に
求
め
ら
れ
る
教
育
と
は

【
新
時
代
の
教
育
の
方
向
性
】

A
I
等
の
技
術
革
新
が
進
ん
で
い
く
新
た
な
時
代
に
お

い
て
は
、
人
間
な
ら
で
は
の
強
み
、
す
な
わ
ち
、
高
い
志
を

新時代の学びを支える先端技術
活用推進方策（最終まとめ）について

文部科学省初等中等教育局 初等中等教育企画課
学びの先端技術活用推進室

新時代の学びを支える先端技術のフル活用に向けた基本的な方向性として公表した「柴山・学びの革新
プラン」を踏まえ、本年6月25日に「新時代の学びを支える先端技術活用推進方策」の最終まとめを公表
しました。今回の文部科学広報では、最終まとめの概要について御紹介いたします。

1特集
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新時代の学びを支える先端技術活用推進方策
（最終まとめ）について1特集

も
ち
つ
つ
、
技
術
革
新
と
価
値
創
造
の
源
と
な
る
飛
躍
的

な
知
の
発
見
・
創
造
な
ど
新
た
な
社
会
を
け
ん
引
す
る
能

力
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
能
力
の
前
提
と
し
て
、
文

章
の
意
味
を
正
確
に
理
解
す
る
読
解
力
、
計
算
力
や
数
学

的
思
考
力
な
ど
の
基
盤
的
な
学
力
の
確
実
な
習
得
も
必
要

で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、

① 

膨
大
な
情
報
か
ら
何
が
重
要
か
を
主
体
的
に
判
断
し
、

自
ら
問
い
を
立
て
て
そ
の
解
決
を
目
指
し
、
他
者
と
協
働

し
な
が
ら
新
た
な
価
値
を
創
造
で
き
る
資
質
・
能
力
の
育

成② 

①
を
前
提
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
て
い
く

上
で
基
盤
と
な
る
言
語
能
力
や
情
報
活
用
能
力
、
A
I
活

用
の
前
提
と
な
る
数
学
的
思
考
力
を
は
じ
め
と
し
た
資
質
・

能
力
の
育
成

に
つ
な
が
る
教
育
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

【
公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び　

〜
誰
一
人
取
り
残
す

こ
と
な
く
子
供
の
力
を
最
大
限
引
き
出
す
学
び
〜
】

ま
た
、
子
供
の
多
様
化
に
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
が
、

新
た
な
時
代
に
お
い
て
は
ま
す
ま
す
重
要
で
す
。
現
状
に

お
い
て
も
、
不
登
校
等
の
理
由
に
よ
っ
て
、
他
の
子
供
と
と

も
に
学
習
す
る
こ
と
が
困
難
な
子
供
の
増
加
、
自
閉
症
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム（
A
S
D
）、
学
習
障
害（
L
D
）、
注
意
欠
陥

多
動
性
障
害（
A
D
H
D
）と
い
っ
た
発
達
障
害
の
可
能
性

の
あ
る
子
供
や
、
特
定
分
野
に
特
異
な
才
能
を
持
つ
子
供

な
ど
、
多
様
な
特
性
を
持
っ
た
子
供
が
同
じ
教
室
に
い
る

こ
と
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
国
内
に
在
留
す
る
外

国
人
の
増
加
に
伴
い
、
日
本
の
公
立
学
校（
小
学
校
、
中

学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、

特
別
支
援
学
校
）に
在
籍
す
る
子
供
の
中
で
、
日
本
語
指

導
が
必
要
な
子
供
も
大
き
く
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
多
様
な
子
供
が
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ

と
な
く
未
来
の
社
会
で
羽
ば
た
く
前
提
と
な
る
基
礎
学
力

を
確
実
に
身
に
付
け
る
と
と
と
も
に
、
社
会
性
・
文
化
的

価
値
観
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め

に
は
、
知
・
徳
・
体
を
一
体
的
に
育
む
日
本
の
学
校
教
育

の
強
み
を
維
持
・
発
展
さ
せ
つ
つ
、
多
様
な
子
供
の
一
人
一

人
の
個
性
や
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
最
適
な
学
び
を
可
能

に
し
て
い
く
こ
と
、
つ
ま
り
、「
公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ

た
学
び
」を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

（
2
）教
育
現
場
で
I
C
T
環
境
を
基
盤
と
し
た
先
端
技

術
・
教
育
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
の
意
義

（
1
）で
記
載
し
た
教
育
を
実
現
す
る
上
で
、
学
校
で

I
C
T
環
境
を
基
盤
と
し
た
先
端
技
術
や
教
育
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
得
ら
れ
な
か
っ
た

学
び
の
効
果
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
学
び
を
変
革
し
て
い
く

大
き
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

I
C
T
環
境
を
基
盤
と
し
た
先
端
技
術
や
教
育
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
具
体
的
な
効
果
と

し
て
期
待
で
き
る
も
の
を
類
型
化
す
る
と
左
図
の
と
お
り

で
す
。

右
図
の
効
果
は
現
時
点
の
技
術
か
ら
想
定
さ
れ
る
効
果

新時代における先端技術を効果的に活用した学びの在り方
〜新時代に求められる教育〜

教育現場でICT環境を基盤とした先端技術・教育ビッグデータを活用することの意義

求められる能力
・飛躍的な知の発見・創造
など新たな社会を牽引す
る能力

・読解力、計算力や数学的
思考力などの基礎的な学
力

・他の子供たちとの学習が
困難

・ASD、LDなどの発達障害
・日本語指導が必要
・特異な才能を持つ　など

社会構造の変革
・人間一人一人の活動に
関するデータ（リアル
データ）活用による革
新的サービス

・ビッグデータ・人工知
能（AI）の発達による
新たなビジネスの拡大

雇用環境の変革
・単純労働を中心に、人
工知能（AI）やロボティ
クスの発展による影響

・人間は、創造性・協調
性が必要な業務や非定
形な業務を担う

Society5.0時代の到来

学校・教師の役割

子供たちの多様化

多様な子供たちを「誰一人取り残すことのない、公正に個別最適化された学び」の実現

ICTを基盤とした先端技術や教育ビッグデータの効果的な活用に大きな可能性
ICTを基盤とした先端技術・教育ビッグデータは教師本来の活動を置き換えるものではなく、

「子供の力を最大限引き出す」ために支援・強化していくもの

協働学習・学び合いによる
課題解決・価値創造各教科の本質的理解を通じた

基盤となる資質・能力の育成
日本人としての

社会性・文化的価値観の醸成

目指すべき次世代の学校・教育現場

「公正に個別最適化された学び」を実現するため、
ICTを基盤とした先端技術・教育に係るデータを活用

学びにおける
時間・距離などの
制約を取り払う

個別に最適で
効果的な
学びや支援

学びの知見の
共有や生成

～教師の経験知と
科学的視点の
ベストミックス

（EBPMの促進）～

校務の効率化
～学校における事務を
迅速かつ便利、効率的に～

遠隔技術を活用した
大学や海外との連携授業

個々の子供の状況を客観的・
継続的に把握（センシング技術）

学習履歴、行動等の様々な
ビッグデータ分析による「経験知」
の可視化、新たな知見の生成

個々の子供に応じた
よりきめ細やかな指導

意見・回答の
即時共有を通じた
効果的な協働学習

知識・技能の
定着を助ける
個別最適化
（AI）ドリル

データに基づいた
最適な教材・指導案
（教育コンテンツ）の
検索やレコメンド

病院に入院している子供と
教室をつないだ学び

遠隔技術を活用した
場所に制約を受けない
教員研修や採点業務

校務支援システムを
活用した校務の効率化

校内・教育委員会等
とのデータ即時共有
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を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
技
術
の
進
展
に
よ
っ

て
更
に
現
在
想
像
も
さ
れ
て
い
な
い
効
果
が
次
々
と
加
わ

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
子
供
の
学
び
の
質

を
高
め
て
い
く
た
め
に
学
び
に
先
端
技
術
を
導
入
す
る
こ

と
は
、〝
あ
っ
た
方
が
よ
い
〟と
い
う
存
在
で
は
な
く
、〝
な

く
て
は
な
ら
な
い
〟存
在
と
な
っ
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

な
お
、
学
校
に
先
端
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
で
、「
教

師
が
A
I
等
の
機
械
に
代
替
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
」と
の

意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
A
I
等
を
活
用
し
て
行
え
る
場
合

は
上
手
に
活
用
し
、
む
し
ろ
人
間
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
に

教
師
の
役
割
は
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
つ
ま
り
、
知
識
・
技
能
と
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
等
を
関
連
付
け
、
教
育
の
専
門
家
た
る
教
師
が
見
取
り

な
が
ら
効
果
的
に
学
ぶ
こ
と
や
、
学
校
や
学
級
と
い
う
集

団
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
教
師
の
発
問
等
を
通
じ
て
何

が
重
要
か
を
主
体
的
に
考
え
た
り
、
地
域
や
民
間
企
業
・

N
P
O
等
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
主
体
と
の
関
わ
り
合

い
の
中
で
課
題
の
解
決
や
新
た
な
価
値
の
創
造
に
挑
ん
だ

り
す
る
こ
と
は
、
い
か
に
先
端
技
術
が
進
展
し
て
も
人
が

人
か
ら
し
か
学
び
得
な
い
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
、
人
が

人
か
ら
直
接
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
希
少
性
か
ら
、
教
師
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
性
が
増
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 （
3
）現
在
の
学
校
を
め
ぐ
る
状
況
と
課
題

（
2
）で
記
載
し
た
よ
う
に
、
先
端
技
術
及
び
教
育
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
の
利
活
用
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
効
果
を
学
校
教
育

に
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
も
の
で
す
が
、
全
国
の
学
校

現
場
の
現
状
か
ら
す
る
と
、
実
現
に
向
け
て
克
服
す
べ
き

課
題
は
多
い
た
め
、
今
回
、
最
終
ま
と
め
に
お
い
て
、
こ

れ
ら
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に

○ 

遠
隔
教
育
を
は
じ
め
I
C
T
を
基
盤
と
し
た
先
端
技

術
の
効
果
的
な
活
用
の
在
り
方
と
教
育
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
効

果
的
な
活
用
の
在
り
方

○ 

基
盤
と
な
る
I
C
T
環
境
の
整
備

に
つ
い
て
の
方
策
を
ま
と
め
ま
し
た
。

2
学
校
現
場
に
お
け
る
先
端
技
術
・
教
育
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の
効
果
的
な
活
用

（
1
）学
校
現
場
で
先
端
技
術
の
効
果
的
な
活
用
を
促
進

す
る
た
め
に

（
ア
）先
端
技
術
の
効
果
的
な
活
用
の
た
め
の
基
本
的
考
え

方
学
校
現
場
に
お
け
る
先
端
技
術
の
活
用
に
関
し
、「
導

入
が
効
果
的
で
あ
る
」と
い
う
声
が
あ
る
一
方
で
、「
必
要

性
や
有
効
性
が
分
か
ら
な
い
」と
い
っ
た
声
も
一
定
数
存
在

し
ま
す
。
本
項
で
は
、
学
習
指
導
要
領
の
求
め
る
資
質
・

能
力
を
育
成
、
深
化
し
、
子
供
の
力
を
最
大
限
引
き
出
す

た
め
の
先
端
技
術
の
活
用
に
関
し
て
基
本
的
な
考
え
方
を

示
し
て
い
ま
す
。

① 

先
端
技
術
の
機
能
に
応
じ
た
効
果
的
な
活
用
の
在
り

方
技
術
の
進
展
は
日
進
月
歩
で
あ
り
、
子
供
の
学
び
や
教

師
の
支
援
の
た
め
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
が
日
々
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
現
時
点
に
お
け
る
ツ
ー
ル
を
分
類
し
、
機

能
、
効
果
及
び
留
意
点
を
列
挙
す
る
と
お
お
む
ね
左
図
の

と
お
り
で
す
。

ICT環境を基盤とした先端技術・教育ビッグデータが活用される教育現場
〜202X年　未来のイメージ・スナップショット〜

現在の学校をめぐる状況と課題

①教師の視点 ②子供の視点

⑤国・大学等の研究機関の視点④教育委員会の視点

③保護者の視点

指示事項や子どもの登校時間、
家庭学習・グループ学習の状況
など、あらゆるデータを一目で把握

月や深海に行ったかのような
疑似体験

欠席した日の授業の
動画などが送られてきて、
学校・友人の様子が分かる

学習記録データに基づいた、
効果的な問題や興味のありそうな
学習分野等のレコメンド

学習指導要領の改訂など、
政策決定の根拠として
データ活用

大学の先生と
遠隔で議論し
ながら教材を
作成

指導案や教材の
レコメンド

学校ごとのデータを
リアルタイムで参照

学校での子供の様子(音声・動画)や
連絡事項をリアルタイムで確認
学校への連絡も容易に

学校への調査が
不要に

遠隔により手元の
デバイスで研修を
受講

様々なデータを
収集・分析

研修コンテンツの
レコメンド

公共の財産として
の匿名化データ

ハード上の課題

※世帯における保有状況（複数回答可）【平成30年総務省通信利用動向調査】
パソコン：74.0%　タブレット型端末：40.1%
スマートフォン：79.2%（平成22年時点9.7%）

 多くの家庭でPC（タブレットも含む。）を所有し、スマートフォンの
 普及率が高まっている（※）中、学校では教育用コンピュータの配置や
 無線LANを初めとした通信ネットワークは脆弱で、ICT環境の整備は
 不十分であり、地域間格差も大きい。
 学校で使うためのパソコン等の機器は、教師のニーズや働き方に照ら
 して使い勝手が悪く、価格も市場の機器と比較して高く整備されてい
 る場合が多い。

利活用上の課題

 学習指導要領の求める資質・能力を育成、深化し、子供の力を最大限引
 き出すために、どのような場面でどのような機器を利活用することが
 効果的なのか、実証的な検証等が少なく明らかでない。
 データは機関や事業者ごとに異なる指標を使って収集しており、膨大
 なデータを集めても、機関間でのデータの受け渡し（データ・ポータビ
 リティ）が確保されていないため正確な比較や参照ができず、収集した
 データが教育の質の向上に十分に活用されていない。
 セキュリティの確保やプライバシー保護の観点を
 重視し過ぎていることから、データの利活用が進んでいない。

このような課題を解決し、目指すべき次世代の学校・教育現場を実現するために、
① 遠隔教育をはじめICTを基盤とした先端技術の効果的な活用の
  在り方と教育ビッグデータの効果的な活用の在り方
② 基盤となるICT環境の整備
に係る方策をまとめるとともに、着実に推進していくための体制を提示
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新時代の学びを支える先端技術活用推進方策
（最終まとめ）について1特集

② 

発
達
段
階
に
応
じ
た
活
用

学
校
に
お
け
る
先
端
技
術
の
活
用
の
場
面
や
頻
度
等
に

関
し
て
は
、
子
供
の
発
達
段
階
を
十
分
考
慮
す
る
必
要
が

あ
り
、
例
え
ば
、
幼
児
期
は
直
接
的
な
体
験
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
園
で
の
生
活
で
は
得
が
た
い
場
合
に
補

完
的
に
先
端
技
術
を
活
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
小
学

校
の
低
学
年
に
お
い
て
は
、
語
彙
、
読
解
力
、
数
的
感
覚

な
ど
学
力
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
時
期
で
あ
る
と
と
も
に

日
常
生
活
に
お
け
る
様
々
な
体
験
・
経
験
を
通
じ
た
学
び

が
必
要
な
時
期
で
あ
る
た
め
、
文
字
を
書
く
、
実
測
す
る
、

実
験
す
る
、
人
と
会
話
す
る
と
き
に
感
じ
る
温
度
感
や
表

情
の
変
化
等
の
実
体
験
を
通
じ
た
経
験
が
重
要
で
あ
る
こ

と
に
留
意
が
必
要
で
す
。

一
方
、
成
長
に
つ
れ
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
I
C
T

機
器
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
る
実
態
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

小
学
校
の
低
学
年
の
う
ち
か
ら
I
C
T
機
器
を
使
用
す
る

機
会
を
通
じ
て
情
報
活
用
能
力
や
使
用
に
当
た
っ
て
の
留

意
点
を
学
ん
で
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

（
イ
）基
本
的
考
え
方
の
更
な
る
実
証
・
精
緻
化

今
回
、
先
端
技
術
の
効
果
的
な
活
用
の
た
め
の
基
本
的

な
考
え
方
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
考
え
方
を

踏
ま
え
つ
つ
、
教
育
的
効
果
の
見
地
か
ら
、
学
校
現
場
に

お
け
る
実
際
の
適
切
で
効
果
的
な
活
用
場
面
等
を
含
め
て

よ
り
詳
細
な
先
端
技
術
の
効
果
的
な
活
用
方
針
を
示
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
、「
新
時
代
の

学
び
に
お
け
る
先
端
技
術
導
入
実
証
研
究
事
業
」を
実
施

し
、
先
端
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
の
効
果
や
留
意
点
の
深

掘
り
の
実
証
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
立
教
育
政
策

研
究
所
で
は
、「
高
度
情
報
技
術
の
進
展
に
応
じ
た
教
育

革
新
に
関
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
し
、
A
I
や

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
の
高
度
情
報
技
術
の
進
展
に
応
じ
た
教

育
革
新
の
展
望
と
実
現
に
向
け
た
検
証
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
令
和
2
年
度
内
を
目
途
に

先
端
技
術
が
持
つ
強
み
を
最
大
限
引
き
出
す
た
め
の「
学

校
現
場
に
お
け
る
先
端
技
術
利
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策

定
す
る
予
定
で
す
。

（
2
）教
育
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
現
状
・
課
題
と
可
能
性

（
1
）で
記
載
の
先
端
技
術
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
、

公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
に
向
か
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
個
人
ご
と
の
学
習
等
に
関
す
る
細
か
な
記
録
や
デ
ー

タ
の
収
集
、
蓄
積
、
分
析
が
必
要
で
す
。

現
在
、
技
術
の
発
展
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
取
得
す
る
こ

と
が
困
難
だ
っ
た
デ
ー
タ
や
、
取
得
に
非
常
に
手
間
が
か
か

る
た
め
ほ
と
ん
ど
取
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
デ
ー
タ
を
、
簡
易

で
継
続
的
に
、
個
人
の
学
習
記
録
と
し
て
取
る
こ
と
が
技

術
的
に
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

一
方
、
近
年
、
様
々
な
主
体
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
の
収
集

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
日
本
国
内
に
お
い
て
は
収
集
し
て
い

る
デ
ー
タ
項
目
や
デ
ー
タ
収
集
に
使
わ
れ
て
い
る
用
語
等
が

各
主
体
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
統
一
す
る

ル
ー
ル
も
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
デ
ー
タ
の
連
携
や
分
析
が

効
果
的
に
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

教
育
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
に
は
様
々
な
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
ス
タ
デ
ィ
・
ロ
グ（
学
習
履
歴
）を
は
じ

め
と
し
た
教
育
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
継
続
的
に
収
集
、
蓄
積
、

分
析
さ
れ
る
こ
と
で
、
学
習
者
自
ら
が
振
り
返
り
に
活
用

す
る
な
ど
個
別
に
最
適
な
学
び
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
ほ
か
、
将
来
的
に
は
医
療
や
福
祉
等
の
他
分
野

と
も
デ
ー
タ
連
携
す
る
こ
と
で
よ
り
き
め
細
か
な
指
導
・
支

援
が
可
能
と
な
り
得
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
教
育
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の
活
用
は
学
習
者
の
成
長
を
促
す
可
能
性
を
大
き

く
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
未
来
の
教
育
に
重
要
で
不

可
欠
な
基
盤
と
な
る
も
の
で
す
。

（
ア
）デ
ー
タ
の
標
準
化

① 

デ
ー
タ
の
標
準
化
の
必
要
性

教
育
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
効
果
的
に
活
用
し
て
い
く
た
め
に

は
、
収
集
す
る
デ
ー
タ
の
種
類
や
単
位（
以
下「
デ
ー
タ
の

意
味
」と
い
う
。）が
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
や
使
用
者
ご
と
に
異

な
る
の
で
は
な
く
、
相
互
に
交
換
、
蓄
積
、
分
析
が
可
能

と
な
る
よ
う
に
収
集
す
る
デ
ー
タ
の
意
味
を
揃
え
る
こ
と
が

先端技術の機能に応じた効果的な活用の在り方

遠隔・オンライン教育
•効果
　学習の幅を広げる、
　学習機会の確保
•留意点
　受信側の子供たちへ
　の配慮など

AR・VR
•効果
　調べ学習等への効果的活用（AR）
　疑似体験による効果的な指導（VR）
•留意点
　機器操作中の事故に留意等

統合型校務支援システム
•効果
　蓄積した情報による書類作成の
　負担軽減、情報共有によるきめ
　細やかな指導
•留意点
　システム活用を前提とした
　業務改善が必要

協働学習支援ツール
•効果
　個々の状況に応じた声がけ等
　子供同士の考えの比較・議論
　活性化
•留意点
　アクセス集中に対応する代替
　策の用意

AIを活用したドリル
•効果
　習熟度に応じた学習、
　自動採点による教師
　の負担軽減
•留意点
　学習分野、
　使う場面が限定

デジタル教科書・教材
•効果
　動画・アニメーション等
　の活用による興味・関
　心の喚起
•留意点
　効果的な授業への
　組み込み

センシング
•効果
　発話量や視線、教師の指導
　内容などのデータ収集。収集
　したデータに基づく指導
•留意点
　従来の見取りを通じた観察
　を補強するために活用

※先端技術の活用場面・頻度
　幼児期や小学校低学年などにおいては直接的な
　体験が重要であることなどから、発達段階に応
　じた最適な活用を第一に考える必要

【基本的な考え方の更なる実証・精緻化】
今後、文部科学省や国立教育政策研究所の事業等での実証等を踏まえ、
令和２年度内を目途に、「学校現場における先端技術利活用ガイドライン」を策定



5文部科学広報　No.236　2019年 7月号

必
要
不
可
欠
な
条
件
で
す
。

我
が
国
に
お
い
て
も
教
育
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
が
本
格

的
に
始
ま
り
つ
つ
あ
る
今
、
収
集
す
る
①
デ
ー
タ
内
容
の
規

格
を
揃
え
る
こ
と
と
、
②
技
術
的
な
規
格
を
揃
え
る
こ
と
、

つ
ま
り
、
デ
ー
タ
の
標
準
化
を
行
う
こ
と
が
急
務
で
す
。

デ
ー
タ
の
標
準
化
を
進
め
て
い
る
諸
外
国
の
事
例
を
鑑

み
る
と
、
②
の
技
術
的
な
規
格
は
、
既
に
流
通
し
て
い
る

国
際
標
準
規
格
を
活
用
し
、
①
の
内
容
の
規
格
は
各
国
に

よ
り
文
脈
が
異
な
る
た
め
、
各
国
で
そ
れ
ぞ
れ
内
容
を
定

め
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

内
容
の
規
格
は
、
お
お
む
ね
、
在
籍
情
報
等
の
校
務
系

デ
ー
タ
と
、
学
習
の
記
録
で
あ
る
学
習
系
デ
ー
タ
に
大
別
に

で
き
ま
す
。

今
後
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て

早
急
に
検
討
を
進
め
、
デ
ー
タ
標
準
化（
内
容
の
規
格
及

び
技
術
的
な
規
格
）を
設
定
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

② 

学
習
指
導
要
領
の
コ
ー
ド
化

ⅰ
）意
義
と
効
果

①
の
デ
ー
タ
内
容
の
標
準
化
に
関
連
し
て
、
特
に
学
習

系
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、
現
在
、
民
間
の
教
材
会
社
等
に

お
い
て
、
様
々
な
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
が
各
社
の
教
科
書

の
単
元
ご
と
に
付
さ
れ
た
独
自
の
コ
ー
ド
を
設
定
し
た
上

で
、
各
デ
ー
タ
に
付
与
し
、
そ
の
コ
ー
ド
を
踏
ま
え
て
デ
ー

タ
の
関
連
付
け
や
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
各

事
業
者
が
独
自
の
コ
ー
ド
を
使
用
し
て
い
る
と
、
例
え
ば
各

学
校
が
複
数
社
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
よ
り
収
集
し
た
デ
ー
タ

に
横
串
を
通
し
て
体
系
的
に
分
析
を
行
う
な
ど
の
利
活
用

や
展
開
が
で
き
ず
、
せ
っ
か
く
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
当
該

サ
ー
ビ
ス
内
で
し
か
活
用
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
業
者
や
使
用
者
に
関
わ
ら
ず
、
学
習
系
デ
ー
タ
を
横

断
的
・
体
系
的
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
共
通
の
コ
ー
ド
を

使
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
学
習
系
デ
ー
タ

の
標
準
化
と
し
て
、
ま
ず
、
学
校
の
学
習
内
容
の
標
準
と

し
て
国
が
示
し
て
い
る
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、
内
容
・

単
元
等
に
共
通
の
コ
ー
ド
を
設
定
す
る
こ
と（
学
習
指
導
要

領
の
コ
ー
ド
化
）が
適
当
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て

具
体
的
な
設
定
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ⅱ
）具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ

学
習
指
導
要
領
の
コ
ー
ド
は
、
学
習
指
導
要
領
の
学
校

種
、
学
年
、
教
科
、
領
域
及
び
内
容
等
を
示
す
記
号
・
番

号
の
組
合
せ
を
用
い
て
、
右
図（
右
下
）の
イ
メ
ー
ジ
で
詳

細
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
個
々
の
コ
ー
ド

に
付
加
情
報（
例
え
ば
、
用
途
別（
指
導
案
・
問
題
等
）、
難

易
度
等
）を
追
加
す
る
か
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
い
ま
す
。

 
3
基
盤
と
な
る
I
C
T
環
境
の
整
備

（
1
）I
C
T
環
境
整
備
の
あ
る
べ
き
姿
と
現
状
と
課
題

〜
世
界
最
先
端
の
I
C
T
環
境
に
向
け
て
〜

前
章
ま
で
述
べ
て
き
た
先
端
技
術
や
教
育
デ
ー
タ
の
活

用
に
は
、
大
前
提
と
し
て
I
C
T
の
基
盤
が
整
っ
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
学
校
現
場
に
お
い
て
は
、
様
々
な
教
材
等
に
お

け
る
動
画
の
利
用
や
、
教
科
書
に
お
け
る
U
R
L
や
Q
R

コ
ー
ド
を
通
じ
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
誘
導
が
行
わ
れ
て
お

り
、I
C
T
の
活
用
は
必
須
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
方
、
O
E
C
D
国
際
教
員
指
導
環
境
調
査（
T
A
L

I
S
）2
0
1
8
に
お
い
て
は
、
我
が
国
の
中
学
校
教
員
が

「
生
徒
に
課
題
や
学
級
で
の
活
動
に
I
C
T（
情
報
通
信
技

術
）を
活
用
さ
せ
る
」と
い
う
項
目
に「
い
つ
も
」又
は「
し

ば
し
ば
」と
回
答
し
た
割
合
が
17
・
9
%
と
参
加
国（
48

か
国
・
地
域
）中
で
次
い
で
2
番
目
に
少
な
い（
参
加
国
平

均
は
51
・
3
%
）こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
な
ど
、
我
が
国
の

I
C
T
活
用
状
況
は
世
界
か
ら
大
き
く
後こ
う

塵じ
ん

を
拝
し
て
お

り
、
危
機
的
な
状
況
で
す
。

も
は
や
学
校
の
I
C
T
環
境
は
、
そ
の
導
入
が
学
習
に

効
果
的
で
あ
る
か
ど
う
か
を
議
論
す
る
段
階
で
は
な
く
、

鉛
筆
や
ノ
ー
ト
等
の
文
房
具
と
同
様
に
教
育
現
場
に
お
い

て
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く
認
識
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
危
機
的
な
状
況
を
抜
け
出
し
、
世

界
最
先
端
の
I
C
T
環
境
に
向
か
う
必
要
が
あ
り
、
文
部

科
学
省
は
、
そ
の
実
現
に
向
け
、
世
界
最
先
端
の
I
C
T

教育ビッグデータの在り方（今後の方向性）

•教育ビッグデータを効果的に活用するためには、収集するデータ
の種類や単位（データの意味）が、サービス提供者や使用者ごと
に異なるのではなく、相互に交換、蓄積、分析が可能となるよう
に、収集するデータの意味を揃えることが必要不可欠であること
から、「教育データの標準化」とその利活用（学習履歴（スタディ・
ログ）等）に関する検討を行う。
〈教育ビッグデータ収集・活用に当たっての留意点〉
　クラウド等の活用における個人情報保護法制との関係
　データ解釈の際のバイアス問題

告
示
年

学
校
種

教
科
等

科
目（
高
校
）

学
年
・
分
野
等

各
階
層

条
文
内
の

指
導
事
項
分
割

今後の方向性 諸外国の状況

※ 学習指導要領のコード化のイメージ

教育データの標準化

 各学校の子供・教師、学校管理に関するデータを
 蓄積し、学校マネジメントや学校評価に利用
 MIS（管理情報システム）に子供の出欠や課題の
 提出状況、成績や所見などを日常的に蓄積
 未就学児教育から企業内研修までの用語の定義や
 ID体系を整理し、学習系データの標準化を図り、
 州間のデータ比較が可能。（CEDS：共通教育データ標準）
 SIS（生徒情報システム）に子供の様々な情報を
 蓄積し、授業設計等に活用
 国全体の標準として「オーストラリアンカリキュラム」
 を開発し、様々な教材・授業案と連携し、州・学校を
 越えて共有することが可能
 各学校で蓄積したデータは、学校間での引継ぎ、
 州による収集・分析のほか、連邦が州の教育状況の
 比較に利用

① 「データの内容の規格」の標準化
　校務系データ、学習系データについて、学習指導要領のコード
　化（※）を含めて検討

〈校務系データのイメージ〉
•子供の属性情報（氏名、生年月日、性別など）
•学習評価データ（定期テストの結果、評定など）
•行動記録データ（出欠・遅刻・早退、保健室利用状況など）
•保健データ（健康診断の結果など）

〈学習系データのイメージ〉
•学習履歴データ（デジタル教科書・教材の参照履歴、協働学習における
　発話回数
 　・内容、デジタルドリルの問題の正誤・解答時間・試行回数など）

② 「データの技術的な規格」の標準化
　既に流通している国際標準規格を活用しながら検討

民間企業、有識者等を交えて検討を行い、
令和2年度中に一定の結論

学習系データを横断的・体系的に活用するため、学習指導要領に
基づいて内容・単元等に共通のコードを設定する。

［内容］ 小学校学習指導要領　理科
 第6学年 B 生命・地球　（3）生物と環境

［コード］
A：幼稚園 MA：算数
B：小学校 SC：理科
C：中学校 LE：生活

生物と環境について、動物や植物の生活を観察したり資料を活用したりする中
で、生物と環境との関わりに着目して、それらを多面的に調べる活動を通して、
次の事項を身に付けることができるように指導する。
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を
 身に付けること。

 （ア）生物は、水及び空気を通して周囲の環境とかかわって生きていること

17B.SC00-6B.30AA.00
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新時代の学びを支える先端技術活用推進方策
（最終まとめ）について1特集

環
境
に
向
か
う
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
今
年
度
中
に
策
定

す
る
予
定
で
す
。

各
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
危
機
的
な

教
育
環
境
を
十
分
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
の

情
報
化
の
推
進
に
関
す
る
計
画
を
早
急
に
策
定
し
、
整
備

を
加
速
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

各
地
方
自
治
体
の
I
C
T
環
境
整
備
の
実
態
に
加
え
、

整
備
が
進
ん
で
い
な
い
原
因
と
し
て
は
、
必
要
な
機
器
の

整
備
コ
ス
ト
が
高
い
こ
と
、
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
整
備
を

行
う
べ
き
か
判
断
が
つ
か
な
い
こ
と
な
ど
が
理
由
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
点
、「
2
0
1
8
年
度
以
降
の
学
校
に
お
け
る

I
C
T
環
境
の
整
備
方
針
」を
踏
ま
え
、「
教
育
の
I
C
T

化
に
向
け
た
環
境
整
備
5
か
年
計
画（
2
0
1
8
〜

2
0
2
2
年
度
）」に
基
づ
き
、
学
校
I
C
T
環
境
の
整
備

に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
は
必
要
な
地
方
財
政
措
置
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
上
記
の
社
会
的
な
状
況
を
踏
ま
え
、
将
来
を

担
う
子
供
た
ち
へ
の
教
育
の
充
実
の
必
要
性
を
各
地
方
自

治
体
に
お
い
て
も
共
有
し
、
確
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

（
2
）S
I
N
E
T
の
初
等
中
等
教
育
へ
の
開
放

〜
I
C
T
環
境
整
備
の
起
爆
剤
と
I
C
T
を
活
用
し
た
骨

太
な
高
大
接
続
の
実
現
〜

教
育
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の

I
C
T
環
境
と
い
っ
た
場
合
、
学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
だ

け
で
は
な
く
、
高
速
・
大
容
量
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
不
可
欠

で
す
。
先
端
技
術
の
活
用
を
進
め
る
上
で
は
、
む
し
ろ
簡

易
な
端
末
を
強
固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
ク
ラ
ウ
ド

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
世
界
的
な
潮
流
で
す
。

今
回
、
こ
の
よ
う
な
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
抜
本
的
強

化
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
高
等
教
育
機
関
や
研
究
機
関
の

利
用
に
限
ら
れ
て
い
た
S
I
N
E
T
を
全
国
の
初
等
中
等

教
育
機
関
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
各
学
校
か
ら
公
衆
網
に
V
P
N（V

irtual Private 
N

etw
ork

）を
組
み
合
わ
せ
て
直
接
S
I
N
E
T
の
ノ
ー

ド
へ
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
超
高
速
で
大
容
量
の
通
信

が
可
能
と
な
り
、
ま
さ
に
学
校
に
お
け
る
I
C
T
環
境
整

備
を
、
世
界
最
先
端
へ
と
引
き
上
げ
る
起
爆
剤
と
な
る
も

の
で
す
。

こ
の
実
現
に
向
け
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
物
理
的
な
構
築
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、
運
用
体
制
な
ど
様
々
な
準
備
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
部
科
学
省
内
に
検
討
体
制
を
立

ち
上
げ
、
S
I
N
E
T
を
運
用
す
る
国
立
情
報
学
研
究
所

（
N
I
I
）等
と
協
力
し
つ
つ
準
備
を
加
速
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
こ
の
S
I
N
E
T
接
続
の
も
う
一
つ
の
大

き
な
目
的
は
、
既
に
S
I
N
E
T
と
接
続
さ
れ
て
い
る
高

等
教
育
機
関
や
研
究
機
関
と
初
等
中
等
教
育
機
関
と
の
連

携
を
飛
躍
的
に
強
め
る
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
初
等
中
等
教
育
機
関
側
か
ら
は
、
大
学

の
教
師
の
授
業
を
遠
隔
で
受
講
で
き
る
こ
と
、
研
究
文
献

な
ど
の
閲
覧
が
容
易
に
な
る
こ
と
、
全
国
津
々
浦
々
の
大

学
の
研
究
を
俯ふ

瞰か
ん

で
き
る
こ
と
、
外
国
語
教
育
や
国
際
理

解
教
育
に
資
す
る
た
め
に
留
学
生
と
の
遠
隔
交
流
が
促
進

さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
子
供
の
進
路
の
選
択
肢
を
広
げ
る
可

能
性
が
大
き
く
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
高
等
教
育
機
関
や
研
究
機
関
側
に
と
っ
て
も
、

様
々
な
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
、
提
供
や
デ
ー
タ
収
集
・

分
析
に
よ
る
教
育
学
に
係
る
研
究
の
飛
躍
的
向
上
、
教
員

養
成
課
程
の
学
生
に
対
す
る
遠
隔
で
の
継
続
的
な
現
場
体

験
な
ど
の
よ
り
実
践
的
か
つ
効
果
的
な
教
員
養
成
、
あ
ら

ゆ
る
学
部
、
学
科
が
小
中
高
校
生
に
授
業
や
研
究
成
果
を

発
信
す
る
こ
と
で
早
い
段
階
か
ら
の
子
供
に
多
様
な
学
問

分
野
に
接
触
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
そ
の
活
用
方

法
に
お
い
て
非
常
に
大
き
な
可
能
性
を
有
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
や
外
部
人
材
の
利
活
用
方
策
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
接
点
の
な
か
っ
た
大
学
教
育

の
専
門
家
と
初
等
中
等
教
育
の
専
門
家
が
一
堂
に
会
す
る

検
討
体
制
を
文
部
科
学
省
内
に
立
ち
上
げ
、
先
述
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
検
討
と
一
体
と
な
っ
て
検
討
・
準
備
を
進
め
ま

す
。

（
3
）ク
ラ
ウ
ド
活
用
の
積
極
的
推
進

〜「
教
育
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」の
在
り
方
の
検
討
〜

文
部
科
学
省
は
平
成
29
年
10
月
に
各
地
方
自
治
体
に
お

い
て
、
学
校
向
け
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
を
策
定

す
る
際
の
参
考
と
し
て
、「
教
育
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ

シ
ー
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以
下「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

と
い
う
。）を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
規
定

を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
り
、
強
固
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
環
境
を

構
築
で
き
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
学
習
系
情
報
、
校
務
系
情
報
を
連
携
し

た
学
校
現
場
に
お
け
る
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
関
す
る
取
組

の
促
進
、
技
術
の
進
展
に
よ
る
安
全
・
安
価
な
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
の
普
及
な
ど
の
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、
I
C
T

環
境
整
備
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や
I
C
T
環
境
を
維
持
管
理

す
る
た
め
の
コ
ス
ト
低
減
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
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ま
た
、
平
成
30
年
6
月
の
各
府
省
C
I
O
連
絡
会
議
に

よ
る「
政
府
情
報
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
係
る
基
本
方
針
」に
お
い
て
も「
ク
ラ
ウ
ド
・
バ

イ
・
デ
フ
ォ
ル
ト
」（
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
第
一
候

補
と
す
る
こ
と
）が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
学
校
現
場
に
お
い

て
も
、
学
校
ご
と
の
サ
ー
バ
管
理
が
不
要
と
な
り
、
ク
ラ
ウ

ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
の
み
な

ら
ず
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
よ
り
高
度
な
信

頼
性
、
災
害
対
策
、
遠
隔
で
の
デ
ー
タ
ア
ク
セ
ス
な
ど
様
々

な
可
能
性
が
あ
る
ク
ラ
ウ
ド
・
バ
イ
・
デ
フ
ォ
ル
ト
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
右
図
の
方
向
性
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改

訂
を
図
る
予
定
で
す
。

（
4
）安
価
な
環
境
整
備
に
向
け
た
具
体
的
モ
デ
ル
の
提
示

学
校
に
お
い
て
整
備
す
べ
き
I
C
T
環
境
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
12
月
26
日
付
け「
学
校
に
お
け
る
教
育
の
情
報

化
の
実
態
等
に
関
す
る
調
査
結
果（
平
成
28
年
度
）〔
速
報

値
〕及
び
平
成
30
年
度
以
降
の
学
校
に
お
け
る
I
C
T
環

境
の
整
備
方
針
に
つ
い
て（
通
知
）」（
以
下「
平
成
29
年
12

月
通
知
」と
い
う
。）で
示
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、（
1
）で
示
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で

地
方
自
治
体
に
よ
る
整
備
が
進
ま
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、

何
を
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
よ
い
か
分
か
り
に
く
い
と
の
声

と
と
も
に
、
コ
ス
ト
面
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
先
端
技
術
を
取
り
入
れ
た
高

価
・
高
性
能
な
機
種
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
む
し
ろ
安
価

で
一
般
に
普
及
し
て
い
る
も
の
を
時
代
に
合
わ
せ
て
更
新

し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
く
、
ま
た
、
総
コ
ス
ト
も
下
げ
ら

れ
ま
す
。
我
が
国
で
も
、
店
頭
に
は
一
般
向
け
の
4
万
円

台
〜
5
万
円
の
端
末
も
並
ん
で
い
る
一
方
で
、
教
育
市
場

に
お
け
る
学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
価
格
は
硬
直
化
し
て

い
る
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。
我
が
国
の
教
育
関
係
予
算
も

限
ら
れ
て
い
る
中
、
こ
の
ま
ま
で
は
到
底
子
供
一
人
一
台

の
学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
実
現
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

一
人
一
台
を
実
現
す
る
た
め
に
は
大
き
な
市
場
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
も
念
頭
に
、
教
育
市
場
に
安
価
な
端
末
を
大

量
に
供
給
す
べ
く
協
力
を
要
請
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
従
来
の
端
末
に
集
中
し
た
オ
ン
プ
レ
ミ

ス
型
よ
り
も
、
適
切
な
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
パ
ブ
リ
ッ
ク

ク
ラ
ウ
ド
に
基
づ
く
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
極
め

て
有
力
な
選
択
肢
で
す
。

世
界
を
見
て
も
、
年
々
成
長
を
続
け
る
教
育
端
末
市
場

に
お
い
て
、
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
で
安
価
な
端
末
を
提
供
す

るG
oogle C

hrom
ebook

が
2
0
1
8
年
に
は
世
界
の

35
％
、ア
メ
リ
カ
の
総
購
入
数
の
60
％
を
占
め
て
い
る
ほ
か
、

M
icrosoft

やA
pple

も
3
0
0
ド
ル
以
下
の
低
価
格
帯

の
端
末
の
提
供
に
集
中
し
て
お
り
、
2
0
1
8
年
第
3
四

半
期
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
市
場
で
は
3
0
0
ド
ル
以
下
の
パ

ソ
コ
ン
販
売
が
75
％
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。更

な
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
向
け
て
、
地
方
自
治
体
が
大

量
に
一
括
調
達
を
行
う
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
全
国
I
C
T
教
育
首
長
協
議
会
」等
と
連
携
し
、
複
数

地
方
自
治
体
に
よ
る
一
括
調
達
等
の
方
策
も
積
極
的
に
検

討
し
て
い
く
べ
き
で
す
。
さ
ら
に
、
調
達
に
当
た
っ
て
は
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
な
ど
、
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
悪
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
の
措
置
が
必

要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
認
識
を
踏
ま
え
、
大
型
提
示
装
置
や
学
習

者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
を
よ
り
安
価
に
広
く
展
開
す
る
た

め
、
左
図
は
、
分
か
り
や
す
い
具
体
的
な
モ
デ
ル
の
一
例
で

す
。あ

わ
せ
て
、
一
人
一
台
を
実
現
す
る
た
め
に
、
B
Y
O
D

（B
ring Y

our O
w

n D
evice

）も
含
め
た
公
費
以
外
に

よ
る
整
備
等
の
選
択
肢
や
、
直
接
調
達
に
向
け
た
よ
り
詳

し
い
仕
様
や
技
術
進
歩
に
応
じ
た
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
等
に
つ
い

て
は
、
文
部
科
学
省「
I
C
T
活
用
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

等
の
知
見
や
総
務
省
・
経
済
産
業
省
と
連
携
を
通
じ
た
検

討
を
行
い
、
今
後
随
時
情
報
提
供
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
B
Y
O
D
に
つ
い
て
は
、
家
計
に
負
担
を
か
け
る

こ
と
や
使
用
頻
度
、
必
要
な
機
器
の
保
有
状
況
等
を
考
慮

す
る
と
と
も
に
、
学
校
段
階
の
教
育
活
動
の
実
情
も
踏
ま

え
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

「教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライン」の改訂

①パブリッククラウドの利用を前提とした記述の整理
教育委員会・学校等が、メリット・デメリットを踏まえながらパブリック
クラウドの利用を含めた検討を行えるように、他分野における活用事例
も含め、ガイドラインの記述を整理

②サーバ・ネットワークの構築方法の整理
現行ガイドラインにおいては、パブリッククラウドや公衆網を利用した
インターネット接続を禁止しているように捉えられているケースもある
ことを踏まえ、サーバ・ネットワークの構築モデルを整理

③情報資産分類の見直し・柔軟化
データ利活用の観点から、学習履歴・結果等を子供たちにフィードバック
し、振り返りや個別指導に活用できるよう、情報資産分類の見直しを図る
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新時代の学びを支える先端技術活用推進方策
（最終まとめ）について1特集

 （
5
）関
係
者
の
意
識
の
共
有
と
専
門
性
を
も
っ
た
人
材
の

育
成
・
確
保
の
た
め
の
取
組
の
推
進

I
C
T
環
境
の
可
及
的
速
や
か
な
整
備
促
進
に
向
け
て

は
、
関
係
者（
首
長
部
局
・
教
育
委
員
会
・
学
校
・
教
師

等
）が
学
校
現
場
の
I
C
T
環
境
整
備
の
現
状
・
課
題
、

そ
の
必
要
性
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
I
C
T
を
効
果
的

に
活
用
す
る
た
め
の
知
識
・
知
見
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

文
部
科
学
省
は
、
左
図
の
よ
う
な
取
組
を
実
施
し
ま
す
。

お
わ
り
に

A
I
な
ど
の
技
術
革
新
が
進
むSociety 5.0

と
い
う
新

た
な
時
代
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
不
断
の
取
組
と
し
て
、

学
校
教
育
も
変
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
、
I
C
T
を
基
盤
と
し
た
先
端
技
術
や
そ
こ
か
ら
得
ら

れ
る
教
育
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

子
供
の
力
を
最
大
限
引
き
出
し
、
公
正
に
個
別
最
適
化
さ

れ
た
学
び
を
実
現
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ど
の
地
域
で
も
、
ど
の
学
校
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う

な
子
供
の
学
び
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
教

育
環
境
の
差
異
が
な
く
な
る
た
め
に
も
、
別
紙
の
工
程
表

で
示
し
て
い
る
本
報
告
書
の
取
組
を
着
実
に
か
つ
迅
速
に

行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
本
報
告
書
の
実
現
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
各
省

庁
の
み
な
ら
ず
、
初
等
中
等
教
育
段
階
の
学
校
、
教
育
委

員
会
を
含
め
た
地
方
自
治
体
、
高
等
教
育
機
関
、
民
間

企
業
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
と
も

に
、
総
が
か
り
で
、
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
是
非
、

以
下
に
掲
げ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
も
こ
の
取
組
に
係
る

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

学
校
関
係
者

教
育
の
場
に
お
い
て
は
、
先
端
技
術
の
活
用
は
、
と
も

す
る
と
デ
ジ
タ
ル
対
ア
ナ
ロ
グ
、
人
対
機
械
の
い
ず
れ
を
選

ぶ
べ
き
か
と
い
う
二
項
対
立
の
議
論
に
陥
り
が
ち
で
あ
る

が
、
社
会
の
状
況
が
変
わ
ろ
う
と
も
、
子
供
一
人
一
人
の

状
況
に
応
じ
て
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
目
的
に
変

わ
り
は
な
く
、
先
端
技
術
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
は
、
こ
の

目
的
に
向
け
て
取
り
得
る
選
択
肢
を
多
様
に
し
て
可
能
性

を
大
き
く
広
げ
る
も
の
で
す
。
先
端
技
術
の
活
用
に
よ
り
、

学
校
の
重
要
度
が
損
な
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
ク
ラ
ス
に
お

け
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
た
学
び
合

い
な
ど
の
、
学
校
と
い
う
場
で
学
べ
る
こ
と
の
重
要
さ
は
更

に
大
き
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
教
授
法
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
、
先
端
技
術

を
含
め
た
最
適
な
ツ
ー
ル
や
教
育
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
、
個
々

の
学
校
、
学
級
、
子
供
の
状
況
に
応
じ
て
、
う
ま
く
組
み

合
わ
せ
て
効
果
的
に
活
用
す
る「
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
」を
進

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

安価な環境整備のためのモデル例

関係者の意識の共有と専門性をもった人材の育成・確保のための取組の推進

①大型提示装置
•50～80インチ程度のもの
 （教室の規模や学級の人数で判断）
•安価なプロジェクターでも機能を果たせるものが多いが、
 落下等の危険性等に留意
※いずれも購入前に試用するなど、視認性等を
 十分に確認する必要

③通信ネットワーク
●回線・機器全体の充実・強化
•誰もが理解できるシンプルなもの
•よりボトルネックの少ないもの

●保守
•外部通信から教室まで一貫した回線
の保守管理

④学習用ツールを含むソフトウェア
●ソフトウェア選定・調達
•一般向けワープロ、表計算ソフト等
•通信環境等を複合的に勘案した選定
•ハードウェアと切り分けた調達

⑤教育クラウド
●「クラウド・バイ・デフォルト」の原則
•学校現場でもこの原則を導入

②学習者用端末
●機能
•起動：15秒程度以内（スリープからの復帰含む）
•バッテリ：6～8時間以上（カタログ値）
•重量：1.5kg未満
•無線：無線LAN接続機能
•画面：9～14インチ程度（11～13インチが望ましい）
•形状：ノート型又はタブレット型コンピュータ
•キーボード：ハードウェアキーボード
　　　　　　　（小学校中学年以上で必須）
•片側カメラ機能
•音声出力端子
•外部出力端子（種類等は問わず）
•OS：メーカーサポートのされているもの
●保証
•原則1年
•センドバック方式（2週間程度で返却）
•端末不調時の予備を常備
●アカウント管理
•端末管理、アカウント管理が可能であることが望ましい

●社会の多様な人材が学校教育
に参画できるよう、教員免許
制度の在り方や産業界等との
連携方策について、中央教育
審議会において検討

●各種調査等のオンライン化や
各種会議の遠隔システムの利
用促進による、教育行政から
の ICT必須化（ICTの効果的
な活用）を通じて、自治体や学
校が ICTを日常的に利活用
する素地を醸成

■ 市町村ごとの ICT環境の整備状況、ICTの利活用状況等も含めた更なる「見える化」
■ 「ICT活用教育アドバイザー」 による市町村担当者などを対象とした説明会開催や常時相談体制整備、
 また、具体的な内容に関する「地方自治体のための学校のICT環境整備推進の手引き」の最新版を公表
■ 「教育の情報化に関する手引」(仮称)を夏頃を目途にまとめ、教師へより分かりやすく具体的なICT活用の方策の提示
■ 指導資料の充実等による情報モラル教育の推進やICT機器の活用による健康面への影響についての調査研究の実施
■ 大学の教職課程に係る法令やコアカリキュラムの継続的な改善
■ 独立行政法人教職員支援機構による、各地域でのICT活用に関する指導者の養成研修の実施、
 また、これら研修への外部人材の活用に資する必要な人材の発掘、情報提供等の支援
■「ICT支援員」の必要性の周知による配置・活用の促進

※併せて、文部科学省は
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教
育
委
員
会
を
含
め
た
地
方
自
治
体
関
係
者

I
o
T
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
I
C
T
を
基
盤
と
し
た

先
端
技
術
が
急
速
に
生
活
の
中
に
溶
け
込
ん
で
き
て
い
る
中

で
、
こ
の
よ
う
な
技
術
は
教
育
の
場
に「
あ
っ
た
方
が
よ
い
」

と
い
う
存
在
で
は
な
く
、「
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」も
の
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
学
校
現
場
に
お
け

る
I
C
T
環
境
の
整
備
は
必
須
で
あ
り
、
地
域
間
で
格
差

が
あ
る
よ
う
な
状
況
の
是
正
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
例
え
ば
、
S
I
N
E
T
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

距
離
と
い
う
制
約
を
克
服
し
、
都
市
部
等
で
な
く
て
も
、

日
本
全
国
の
大
学
を
は
じ
め
と
し
た
外
部
人
材
と
つ
な
が

り
、
子
供
の
よ
り
質
の
高
い
学
び
の
提
供
も
可
能
に
な
り

ま
す
。
是
非
、
将
来
を
担
う
子
供
の
た
め
に
I
C
T
環
境

整
備
の
加
速
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
教
育
委
員
会
と
I
C
T
関
係
部

局
等
が
連
携
し
つ
つ
、
最
新
の
I
C
T
技
術
の
動
向
を
常

に
把
握
し
な
が
ら
、
学
校
に
最
適
な
整
備
を
計
画
し
実
行

で
き
る
だ
け
の
知
識
を
得
る
こ
と
も
期
待
し
ま
す
。

高
等
教
育
・
研
究
機
関
関
係
者

今
回
の
S
I
N
E
T
を
は
じ
め
と
し
た
I
C
T
環
境
の

整
備
と
活
用
に
よ
り
、
初
等
中
等
教
育
と
高
等
教
育
の
連

携
が
飛
躍
的
に
強
ま
る
も
の
と
期
待
し
ま
す
。
初
等
中
等

教
育
と
高
等
教
育
の
接
続
開
始
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
最

新
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
環
境
が
初
等
中
等
教
育
に
提
供
さ
れ
る

だ
け
で
な
く
、
高
等
教
育
機
関
に
と
っ
て
も
教
育
学
の
観

点
か
ら
の
様
々
な
分
析
、
教
員
養
成
の
観
点
か
ら
の
養
成

機
会
の
増
加
、
将
来
の
大
学
入
学
者
へ
の
早
期
の
理
解
や

関
心
の
喚
起
な
ど
、
大
き
な
可
能
性
を
あ
り
ま
す
。
そ
の

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
、
大
学
も
様
々
な
形
で
の
初
等
中

等
教
育
と
の
連
携
を
進
め
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ま
た
、
全
国
の
高
等
教
育
機
関
は
、
産
官
学
共
同
で
進

め
て
い
る
知
識
集
約
型
社
会
の
基
盤
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
も
期

待
さ
れ
て
い
る
S
I
N
E
T
の
活
用
を
通
じ
て
、
地
域
課

題
の
解
決
に
向
け
た
高
度
な
知
識
・
技
能
の
提
供
、
地
域

課
題
の
探
究
を
継
続
す
る
た
め
の
高
大
接
続
開
発
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
な
ど
、
地
域
の
教
育
機
関
の
ハ
ブ
と
し
て
の
役

割
を
更
に
強
く
担
う
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

民
間
企
業
関
係
者

3
．等
で
記
載
し
た
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
I
C
T

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
は
環
境
整
備
に
は
限
界
が
あ
り
、
一

人
一
台
の
実
現
は
お
ぼ
つ
か
な
い
こ
と
か
ら
、
安
価
で
汎
用

性
の
高
い
学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
高
速
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
、
根
本
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
転
換
を
期
待
し
ま

す
。
海
外
で
は
教
育
へ
の
貢
献
は
社
会
貢
献
の
一
環
と
の

考
え
も
浸
透
し
て
い
ま
す
。
学
校
で
I
C
T
環
境
に
囲
ま

れ
る
子
供
が
、
将
来
の
企
業
の
活
動
、
更
に
は
我
が
国
の

Society 5.0

を
支
え
る
こ
と
に
な
る
趣
旨
を
踏
ま
え
、
端

末
、
通
信
費
な
ど
、
様
々
な
形
で
の
寄
付
や
割
引
制
度
な

ど
の
創
設
も
共
に
考
え
、
そ
の
最
適
解
を
出
し
て
実
行
し

て
い
た
だ
く
こ
と
も
期
待
し
ま
す
。

ま
た
、
各
地
域
の
具
体
的
な
I
C
T
環
境
整
備
や
保
守

に
は
、
そ
の
地
域
の
い
わ
ゆ
る
I
C
T
ベ
ン
ダ
ー
が
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
が
、
こ
れ
ら

業
者
が
必
ず
し
も
最
新
の
最
適
な
I
C
T
環
境
を
整
備
・

保
守
で
き
な
い
と
の
声
も
聞
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
業
者

に
は
、
常
に
I
C
T
に
関
す
る
最
新
の
技
術
動
向
を
把
握

し
な
が
ら
、
他
の
業
種
の
例
や
過
去
の
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、

子
供
の
た
め
に
最
適
で
柔
軟
な
整
備
を
強
く
期
待
し
ま
す
。

ま
た
、
技
術
の
進
展
に
伴
い
、
い
わ
ゆ
る「E

dT
ech

」

と
呼
ば
れ
る
教
育
に
係
る
様
々
な
技
術
や
コ
ン
テ
ン
ツ
が
創

出
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
技
術
が
学
校

現
場
で
効
果
的
に
活
用
さ
れ
る
た
め
に
は
教
師
の
役
割
が

非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
師
に
負
担
が
か
か
ら

ず
、
誰
で
も
利
用
で
き
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
開
発
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
併
せ
て
、
個
別
の
知
識
・
技
能
の
積
み
上

げ
・
定
着
を
図
る
た
め
の
個
人
学
習
向
け
の
教
材
や
支
援

ツ
ー
ル
、
学
習
指
導
要
領
に
掲
げ
た
こ
れ
か
ら
の
必
要
な

資
質
・
能
力
の
育
成
に
つ
な
が
る
深
い
理
解
や
思
考
力
等
の

育
成
に
資
す
る
教
材
や
支
援
ツ
ー
ル
の
開
発
を
期
待
し
ま

す
。あ

わ
せ
て
、
I
C
T
を
基
盤
と
し
た
技
術
の
進
展
に
よ

り
、
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
分
析
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
る

が
、
例
え
ば
欧
州
に
お
い
て
は
、
学
校
が
保
有
す
る
学
習

デ
ー
タ
を
学
校
以
外
の
外
部
の
者
が
ど
の
よ
う
に
収
集
・
分

析
等
、
利
活
用
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
透
明
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
場
合
に
は
、
情
報
の
保

有
者
に
対
し
て
収
集
の
目
的
や
分
析
す
る
旨
を
し
っ
か
り

と
明
示
し
、
情
報
の
保
有
者
の
許
諾
を
得
る
こ
と
の
徹
底

を
お
願
い
し
ま
す
。
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新時代の学びを支える先端技術活用推進方策
（最終まとめ）について1特集

「新時代の学びを支える先端技術活用推進方策」実現に向けた工程表

（令和元）年度 （令和 ）年度 （令和 ）年度 （令和４）年度
（令和５）年度
～ （令和 ）年度

先端技術の効果的な活用

遠
隔
教
育

支援・助言のための
環境整備

実証的取組をはじめと
した遠隔教育の実装の
推進

教育ビッグデータの効果的な
活用

ＩＣＴ環境整備

SINETの活用

教育情報セキュリティ
ポリシーに関する
ガイドライン

安価な環境整備に
向けた具体的モデルの
提示

関係者の意識共有
専門性をもった人材の
育成・確保

教育行政のＩＣＴの
必須化

柴
山
学

革
新

踏

新
時
代

学

支

先
端
技
術
活
用
推
進
方
策
最
終

データの標準化（学習指導要領のコード化）、
学習履歴（スタディ・ログ）等の諸課題の検討

・学校現場等での活用
・技術の進展や政府全体のデータ連携基盤の検討状況等を踏まえ、必要に応じた見直し

「新時代の学びにお
ける先端技術導入
実証研究事業」

トライアル
先行実施 本格運用

「先端技術利活用ガイドライン」検討・策定
・学校現場等での活用
・実証や技術の進展等を踏まえて適宜改訂

様々な国公私立大学、民間企業や関係団体に協力を要請・取りまとめ、学校に提示

「遠隔教育特例校」
（実証2年目）

「遠隔教育特例校」
（実証3年目）

更なる実証の必要性

「遠隔教育特例校」
（実証4年目）
※必要に応じて

実証結果を踏まえた成果検証・運用改善等

「遠隔教育システム導入実証研究事業」
ノウハウの収集・整理、効果の検証／成果報告会の実施

ガイドブックの作成・配布等を通じた
好事例・ノウハウの全国への普及・展開

見直しの
検討 ガイドラインについて教育委員会・学校現場に対する周知・普及

ＩＣＴ機器等の標準
仕様書例の策定

ガイドラインについて教育委員会・学校現場に対する周知・普及

公費以外による整備の選択の検討

ＩＣＴ環境の整備状況・ＩＣＴの活用状況・ＩＣＴ関係支出額全体の更なる「見える化」
地方自治体のための
学校ＩＣＴ環境整備推進
の手引きの策定
教育の情報化の
手引き策定

各自治体・教育現場に周知・普及

ＩＣＴ化に向けた検討・随時実施

「遠隔教育特例校」
（実証1年目）

高校の病気療養中の
生徒の遠隔要件の緩和

トライアル
実施校等
の募集

必要な制度改正
関係機関との調整

世
界
最
先
端

教
育
環
境

実
現

実施地域の指定、
希望地域と調整を通じた
制度の詳細の設計
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文部科学省研究振興局振興企画課

研
究
力
向
上
改
革
２
０
１
９
の
全
体
像

背
景近

年
、
我
が
国
の
研
究
力
が
諸
外
国
と
比
べ
相
対
的
に

低
下
し
て
い
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
研
究
論
文
に
つ
い
て
は
、

・ 

日
本
の
論
文
数
や
注
目
度
の
高
い
論
文
数（
被
引
用
度

T
o
p　
10
％
補
正
論
文
数
）は
伸
び
悩
み
、
質
・
量
双
方

の
観
点
で
の
国
際
順
位
が
低
下

・ 

T
o
p　

10
％
補
正
論
文
に
お
け
る
国
際
共
著
論
文
数
が
、

英
国
、
ド
イ
ツ
な
ど
他
国
と
比
べ
て
少
な
い
。

・ 
日
本
の
研
究
者
が
参
画
す
る
注
目
度
の
高
い
研
究
領
域

の
数
が
他
国
と
比
べ
て
少
な
い
。

と
い
っ
た
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
一
刻
も
早
く
打
破
す
る
た
め
、
2

月
1
日
に
文
部
科
学
省
が
公
表
し
た「
高
等
教
育
・
研
究

改
革
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
―
柴
山
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
―
」を
踏
ま

え
、
省
内
に
永
岡
副
大
臣
を
座
長
と
す
る「
研
究
力
向
上

加
速
」タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
設
置
し
、

① 

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
質
の
高
い「
研
究
人
材
」と
流
動

性
の
確
保

② 

研
究
者
の
継
続
的
な
挑
戦
を
支
援
す
る「
研
究
資
金
」

の
改
革

③ 

研
究
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る「
研
究
環
境
」の
実
現

に
向
け
、
大
学
改
革
と
一
体
的
に
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
改
革
を
加
速
・
深
化
す
る
た
め
の
具
体

的
方
策
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
、
4
月
23
日
に
柴
山
大
臣

か
ら「
研
究
力
向
上
改
革
2
0
1
9
」と
し
て
公
表
し
ま
し

た
。ま

た
、
5
月
13
日
に
は
、
総
理
を
議
長
と
す
る
総
合
科

学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議（
C
S
T
I
）に
お
い
て
報

告
を
行
っ
て
い
ま
す
。

全
体
像

「
研
究
力
向
上
改
革
2
0
1
9
」で
は
、
研
究
力
向
上
に

資
す
る
基
盤
的
な
力
の
更
な
る
強
化
に
向
け
て
、
研
究「
人

材
」「
資
金
」「
環
境
」の
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
、
論
点

と
具
体
的
方
策
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。（
具
体
的
内
容

は
後
述
）

「
研
究
人
材
」の
改
革
で
は
、
若
手
研
究
者
の「
安
定
」

と「
自
立
」の
確
保
、「
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
」に
よ
る「
流

動
性
」「
国
際
性
」の
促
進
な
ど
を
通
じ
研
究
人
材
の
好
循

環
を
実
現
し
、
研
究
者
を
よ
り
魅
力
あ
る
職
に
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

「
研
究
資
金
」の
改
革
で
は
、
す
そ
野
の
広
い
富
士
山
型

の
研
究
資
金
体
制
を
構
築
し
、「
多
様
性
」を
確
保
し
つ
つ
、

「
挑
戦
的
」か
つ「
卓
越
」し
た
世
界
水
準
の
研
究
を
支
援

し
ま
す
。

「
研
究
環
境
」の
改
革
で
は
、
研
究
室
単
位
を
超
え
て
研

究
環
境
の
向
上
を
図
る「
ラ
ボ
改
革
」を
通
じ
研
究
効
率
を

最
大
化
し
、
よ
り
自
由
に
研
究
に
打
ち
込
め
る
環
境
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

「
研
究
力
向
上
改
革
2
0
1
9
」で
は
、こ
れ
ら
研
究「
人

材
」「
資
金
」「
環
境
」改
革
を
、
研
究
力
向
上
に
つ
な
が

る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
の
推
進
と
い
っ

論文の質・量双方の観点での国際的な地位の低下、国際共著論文の伸び悩み等にみられるように、近年、
我が国の研究力が諸外国と比べ相対的に低下していることが課題となっています。このような現状を一刻
も早く打破するため、2019年4月23日、研究「人材」「資金」「環境」の改革を「大学改革」と一体的に
展開する「研究力向上改革2019」を公表しましたので、その内容について紹介します。

研究力向上改革2019
特集2



12 文部科学広報　No.236　2019年 7月号

研究力向上改革2019特集2
た
大
学
改
革
と
一
体
的
に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
統
合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
等
の
政
府
全
体
の
目

標
・
取
組
と
も
連
携
し
つ
つ
、
中
長
期
的
に
は
、
第
6
期

科
学
技
術
基
本
計
画
等
へ
の
反
映
・
連
携
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
日
本
学
術
会
議
、
経
団
連
、
国
公
私
立
大
学
の

関
係
団
体
等
の
産
学
官
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
研
究
者
目

線
で
の
不
断
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
で
進
化
し
続
け
る
プ

ラ
ン
と
し
て
い
き
ま
す
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、「
研
究
力
向
上
改
革
2
0
1
9
」

を
踏
ま
え
、
関
係
施
策
の
制
度
改
善
や
、
必
要
に
応
じ
て

来
年
度
概
算
要
求
等
に
反
映
す
る
な
ど
早
急
に
実
行
に
移

す
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
の
研
究
力
の
国
際
的
地
位
の
V

字
回
復
を
目
指
し
、
国
際
頭
脳
循
環
の
中
心
と
な
る
世
界

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
力
を
実
現
し
、
絶
え
ず
新
た
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
続
け
る
社
会
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま

す
。研

究
力
向
上
改
革
２
０
１
９
の
具
体
的
方
策

「
研
究
力
向
上
改
革
2
0
1
9
」で
は
、
研
究「
人
材
」

「
資
金
」「
環
境
」の
三
つ
の
観
点
か
ら
論
点
と
具
体
的
方

策
を
取
り
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。

研
究
人
材
改
革

○
論
点

研
究
者
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
各
ス
テ
ー
ジ
で
次
の
よ
う

な
課
題
が
存
在
し
て
お
り
、
全
体
を
通
じ
て
多
様
か
つ
柔

軟
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
提
示
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。

・ 

博
士
課
程
へ
の
進
学
者
数
の
減
少

・ 

研
究
者
ポ
ス
ト
の
不
安
定
性
と
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
多
様
性

の
不
足

・ 

人
材
流
動
性（
国
内
）が
低
調

・ 

国
際
化
、
人
材
流
動
性（
国
際
）が
低
調

・ 

研
究
者
以
外
の
研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
に
必
要
な
人

材
の
育
成
不
足

○
具
体
的
方
策

こ
の
た
め
、
以
下
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
研

究
人
材
強
化
体
制
を
構
築
し
、
研
究
者
を
よ
り
魅
力
あ
る

職
に
し
て
い
き
ま
す
。

【
若
手
研
究
者
の「
安
定
」と「
自
立
」の
確
保
、
中
堅
以
降

も
研
究
に
専
念
で
き
る
環
境
の
整
備
】

・ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
雇
用
に
お
け
る
若
手
研
究
者
の
任
期
長
期

化（
原
則
5
年
程
度
以
上
に
）と
一
定
割
合
を
自
ら
の

研
究
や
教
育
研
究
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
向
上
の
た
め
の

時
間
に
充
当
可
能
と
す
る
専
従
義
務
の
緩
和

・ 

優
れ
た
若
手
研
究
者
の
ポ
ス
ト
の
重
点
化
に
向
け
た
卓

越
研
究
員
事
業
の
改
善

・ 

人
事
給
与
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
の
実
施

・ 

競
争
的
資
金
の
直
接
経
費
か
ら
研
究
以
外
の
学
内
業
務

の
代
行
経
費
の
支
出
を
可
能
と
す
る
こ
と
に
よ
り
研
究

時
間
を
確
保
す
る
バ
イ
ア
ウ
ト
の
導
入　
　

等

【
チ
ー
ム
型
研
究
体
制
の
構
築
】

・ 

U
R
A
の
質
保
証（
認
定
制
度
）

・ 

技
術
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
構
築　
　

等

【「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
多
様
化
」・「
流
動
性
」を
促
進
す
る
環

境
の
整
備
】

・ 

外
国
大
学
で
博
士
号
を
取
得
し
た
日
本
人
教
員
の
登
用

拡
大

・ 

求
人
公
募
に
お
け
る
海
外
か
ら
の
応
募
に
係
る
負
担
の

軽
減（
W
e
b
応
募
の
拡
大
等
）　　

等

【
学
位
取
得
の
魅
力
、
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
提
示
】

・ 

大
学
院
教
育
改
革
の
推
進

・ 

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
の
提
示

・ 

多
様
な
財
源
を
活
用
し
た
経
済
的
支
援
の
実
施
と
決
定

時
期
の
早
期
化
等
の
運
用
改
善　
　

等

－ 研究力向上改革２０１９ －－ 研究力向上改革２０１９ －

総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）
大学改革支援産学官フォーラム（仮称）

継続した連携

諸外国に比べ研究力が相対的に低迷する現状を一刻も早く打破するため、

研究「人材」、「資金」、「環境」の改革を、「大学改革」と一体的に展開

国
際
頭
脳
循
環
の
中
心
と
な
る
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

研
究
力
を
実
現
し
、
絶
え
ず
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
生
み
続
け
る
社
会
へ

若手研究者の「安定」と「自立」の確保、
「多様なキャリアパス」による「流動性」

「国際性」の促進などを通じ好循環を実現し、
研究者をより魅力ある職に

すそ野の広い富士山型の研究資金体制
を構築し、「多様性」を確保しつつ、
「挑戦的」かつ「卓越」した世界水準の

研究を支援

研究室単位を超えて研究環境の向上を図
る「ラボ改革」を通じ研究効率を最大化し、

より自由に研究に打ち込める
環境を実現

産学官を巻き込んだ不断の見直し
⇒ 進化し続けるプラン

産学官を巻き込んだ不断の見直し
⇒ 進化し続けるプラン

研究力向上に資する基盤的な力の更なる強化研究力向上に資する基盤的な力の更なる強化

研
究
力
向
上
に
つ
な
が
る

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
の
推
進

・博士課程への進学者数の減少
・社会のニーズに応える質の高い博士
人材の育成
・研究者ポストの低調な流動性と不安
定性
・研究マネジメント等を担う人材の育成

・若手が自立的研究を実施するため
の安定的資金の確保が課題
・新たな研究分野への挑戦が不足
・資金の書類様式・手続きが煩雑

・研究に充てる時間割合が減少
・研究組織内外の設備・機器等の
共用や中長期的・計画的な整備
更新の遅れ
・研究基盤の運営を支える技術
専門人材の育成

日本の研究者を
取り巻く主な課題

大
学
改
革

研究環境の改革

研究人材の改革

研究資金の改革

日本学術会議
経団連、国公私立大学の関係団体 等

Society5.0
SDGｓ
統合イノベーション
戦略
AI戦略
バイオ戦略
量子戦略 等

政府全体の目標・
取組とも連携

第６期科学技術
基本計画
2040年に向けた
高等教育のグラン
ドデザイン

等

中長期的に
反映・連携

１

我が国の研究力
の国際的地位を
V字回復
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・ 
新
た
な
研
究
分
野
へ
の
挑
戦
が
不
足

・ 

他
国
の
動
向
に
比
し
、
国
際
頭
脳
循
環
へ
の
参
画
や
国

際
的
な
共
同
研
究
の
振
興
に
課
題

・ 

研
究
費
間
の
繋
ぎ
を
構
築
し
、
研
究
の
発
展
の
後
押
し

が
必
要

・ 

研
究
資
金
の
採
択
の
在
り
方　
　

等

○
具
体
的
方
策

こ
の
た
め
、
以
下
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
す

そ
野
の
広
い
富
士
山
型
の
研
究
資
金
体
制
を
構
築
し
、「
多

様
性
」を
確
保
し
つ
つ
、「
挑
戦
的
」か
つ「
卓
越
」し
た
世

界
水
準
の
研
究
を
支
援
し
ま
す
。
数
十
年
後
を
見
据
え
、

社
会
の
発
展
へ
と
つ
な
が
る
基
礎
的
・
革
新
的
な
シ
ー
ズ
の

探
求
・
発
展
に
よ
りSociety5.0

の
実
現
に
貢
献
し
ま
す
。

【
基
盤
的
経
費
と
競
争
的
資
金
に
よ
る
デ
ュ
ア
ル
・
サ
ポ
ー
ト

を
通
じ
た
多
様
性
の
確
保
】

・ 

競
争
的
資
金
の
直
接
経
費
か
ら
研
究
代
表
者（
P
I
）へ

の
人
件
費
等
へ
の
支
出
を
可
能
と
す
る
研
究
費
制
度
の

見
直
し
に
よ
り
、
大
学
が
自
由
な
裁
量
で
活
用
可
能
な

経
費
を
拡
大

・ 

産
学
連
携
や
知
財
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
た
外
部
資
金

の
獲
得
・
企
業
か
ら
の
投
資
の
呼
び
込
み　
　

等

【
拠
点
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
成
果
の
継
続
】

・ 

大
学
改
革
と
連
携
し
た
拠
点
事
業
の
成
果
継
続
へ
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与

・ 

拠
点
型
産
学
官
連
携
制
度
の
大
括
り
化

【
研
究
力
向
上
加
速
プ
ラ
ン
の
更
な
る
推
進
】

・ 

若
手
研
究
者
へ
の
重
点
支
援

・ 

新
興
・
融
合
領
域
へ
の
挑
戦
促
進

・ 

海
外
で
研
さ
ん
を
積
み
挑
戦
す
る
機
会
の
抜
本
的
拡
充

・ 

国
際
共
同
研
究
の
強
化

【
資
金
配
分
機
関（
F
A
）間
連
携
の
強
化
】

・ 

戦
略
目
標
策
定
プ
ロ
セ
ス
へ
の
他
の
資
金
配
分
機
関　

（
F
A
）の
関
与

・ 

支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
再
編
・
簡
素
化
、
相
談
窓
口
の
設
置　

等
【
内
閣
府
と
の
連
携
】

・ 

申
請
書
様
式
、
執
行
ル
ー
ル
の
統
一

・ 

府
省
共
通
研
究
開
発
管
理
シ
ス
テ
ム（
e-

R
a
d
）の
改

善　
　

等

【
制
度
の
評
価
・
検
証
の
徹
底
】

・ 

研
究
費
制
度
の
改
善
・
検
証

・ 

審
査
の
透
明
性
の
向
上　
　

等

研
究
資
金
改
革

○
論
点

研
究
者
の
継
続
的
な
挑
戦
を
支
援
す
る
た
め
、
研
究

フ
ェ
ー
ズ
に
応
じ
た
研
究
資
金
制
度
の
改
革
・
連
携
が
必
要

で
す
が
、
次
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

・ 

競
争
的
資
金
が
確
保
で
き
な
い
場
合
に
研
究
の
継
続
が

困
難

・ 

拠
点
形
成
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
成
果
継
続
に
向

け
た
支
援
方
策
が
必
要

・ 

若
手
が
自
立
的
な
研
究
を
実
施
す
る
上
で
、
安
定
的
な

資
金
の
確
保
が
課
題

海外

国立研究開発法人等

研究者のライフサイクルの各ステージで以下の課題が存在。多様かつ柔軟なキャリアパスを全体を通じて提示することが必要。
①：博士課程への進学者数の減少 ①‘、②、③：研究者ポストの不安定性とキャリアパスの多様性の不足 ④：人材流動性（国内）が低調
⑤：国際化、人材流動性（国際）が低調 ⑥：研究者以外の研究マネジメント強化に必要な人材の育成不足

大学学部
（４年）

大学院
（２～５年程度）

⑥

④

【国際化、人材流動性（国際）が低調】
・帰国後のポストへの不安、海外経験の適正な評価
・国際的に活躍できる人材育成が不十分
・海外人材にとって魅力ある研究環境が不十分

⑤ 国内→海外、海外→国内

企業

【博士課程に進学する学生の減少】
・キャリアパスの不安定さ、在学中の経
済的負担への不安
・博士人材への社会的評価の確立へ
の取組
・社会のニーズに応える質の高い博士
人材の育成

① 修士課程 → 博士課程

【人材流動性（国内）が低調】
・企業とアカデミアの相互理解、協働
の機会の必要性
・アントレプレナーシップ（ベンチャー企
業）の不足

④ 国内のセクター間移動

①

⑥ 研究マネジメント人材（URA、技術専門人材）、経営人材等のキャリア
【研究者以外の研究マネジメント強化に必要な人材の育成不足】

学士 修士 博士

20歳 ３0歳 ４0歳 ５0歳 ６0歳

大学

⑥

⑥

ベンチャー企業

②

【研究者ポストの不安定性とキャリアパスの多様性の不足】
・定年延長、教員数増の一方で任期無しポスト減 ・キャリアパスの硬直の懸念
・研究に専念できる環境が不十分

② 若手 → 中堅研究者 ③中堅 → シニア研究者
③

・キャリアパス・地位が不明瞭
①‘ 大学院、ポスドク

研究人材改革の論点

⑤ ⑤
④

④

大学における
研究者数
（イメージ）

若手研究者 中堅研究者 シニア研究者

※平成30年度の
博士課程入学者
は14,903人（社
会人以外8,535
人、社会人6,368
人）である。
出典：学校基本調査

２

⇒これらの好循環による人材改革の実現を目指す。

①研究者が研究に打ち込める環境の整備（研究意欲の向上）と質の向上
②様々な研究者やスタッフとの協働によるチーム型研究体制の構築を推進
③多様性・流動性を促進することで、博士人材の多面的な活躍を支援
④博士人材の多様なキャリアパスの見通しを示す等による進学（学位取得）意欲の向上
⇒これらの好循環による人材改革の実現を目指す。

修士博士

若手研究者 中堅研究者
シニア研究者

「安定」と「自立」
を確保

中堅以降も研究に専念
できる環境の整備

学位取得の魅力、
多様なキャリア
パスの提示

○産学連携等を通じた多様な活躍の機会の提供 ○民間事業者の活用

○国際化・国際頭脳循環、国際共同研究の促進

〇安定性と自立性を確保するためのプロジェクト雇
用における制度の見直し
・若手研究者の任期長期化（原則５年程度以上に）
・一定割合を自らの研究や教育研究・マネジメント能力向上のた
めの時間へ充当可能に（専従義務の緩和）

〇優れた若手研究者へのポストの重点化
・卓越研究員事業の改善 等

〇PIが研究に専念できる環境の整備
（研究時間の確保）
・競争的資金の直接経費から、研究以外の学
内業務の代行経費（人件費等）の支出を可
能に
（バイアウトの導入により、研究専任教員
や教育専任教員等の配置も可能に）

・大学等研究機関組織の国際化推進（外国大学で博士号を取得した日本人教員の登用拡大等）
・求人公募における海外からの応募に係る負担の軽減（Web応募の拡大等） ・国際共同研究の強化 等

〇組織における人事給与マネジメント改革の実施
〇外部資金等による研究者の処遇改善のための方策
〇若手のうちから高度な研究がどこでも可能な環境の整備（コアファシリティ化の推進）
・大学等研究機関における設備・機器の共用促進

〇国際的に活躍できる研究代表者（ＰＩ）の育成

・卓越大学院プログラム【再掲】
・アントレプレナーシップの醸成促進

・クロスアポイントメント制度の活用促進
・国研や産学共同研究事業の活用

・JREC-IN Portalと民間職業紹介事業との連携強化

○女性研究者の活躍促進 ・各大学等の取組から得られた経験や知見の全国的な普及・展開 等

〇大学院教育改革の
推進
・「３つの方針」の義務化
・卓越大学院プログラム等

〇経済不安等への対応
・ファイナンシャルプ
ランの提示

・多様な財源を活用した
経済的支援の実施と
決定時期の早期化等
の運用改善 等

「キャリアパスの多様化」・「流動性」を促進する環境の整備

・ＵＲＡの質保証（認定制度） ・技術職員のキャリアパスの構築 等
・多様な機関での経験の推奨（特別研究員制度、卓越研究員事業【再掲】）

チーム型研究体制の構築

①

②
③

④

研究人材強化体制の構築－研究者をより魅力ある職に－

３

URAや技術専門人材を含め
たキャリアパスの多様化

・業績評価、年俸制、テニュアトラック制等の促進、
若手研究者比率による運営費交付金配分の実施
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研究力向上改革2019特集2
研
究
環
境
改
革

○
論
点

研
究
者
が
研
究
に
充
て
る
時
間
割
合
が
減
少
傾
向
に
あ

る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
、

研
究
者
の
事
務
負
担
の
軽
減
策
に
加
え
、
生
産
性
向
上
に

資
す
る
研
究
設
備
・
機
器
等
の
計
画
的
な
導
入
や
共
用
と

そ
れ
ら
を
支
え
る
技
術
専
門
人
材
の
育
成
・
確
保
を
促
進

す
る
こ
と
で
、
研
究
時
間
の
抜
本
的
拡
充
と
研
究
効
率
の

最
大
化
を
同
時
に
達
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・ 

研
究
費
等
に
関
す
る
手
続
に
お
け
る
更
な
る
負
担
軽

減
・
利
便
性
向
上
が
必
要

・ 
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
れ
ば
、
研
究
時
間
を
増
や
す
た
め

に
効
果
あ
る
取
組
と
し
て
、「
会
議
の
頻
度
や
負
担
を
少

な
く
す
る
こ
と
」が
最
多

・ 

委
託
費
等
で
の
機
器
の
購
入
に
お
け
る
使
い
勝
手
が
良

く
な
い

・ 

ス
ペ
ー
ス
配
分
の
硬
直
化
や
施
設
の
機
能
劣
化
が
、
研

究
設
備
・
機
器
等
の
整
備
・
運
用
の
支
障
に
な
っ
て
い
る

・ 

研
究
現
場
の
生
産
性
向
上
に
資
す
る
機
器
等
の
開
発
・

導
入
の
取
組
が
分
野
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き

・ 

研
究
室
単
位
で
の
囲
い
込
み
が
進
行
。
研
究
組
織
内
外

の
設
備
・
機
器
等
の
共
用
や
中
長
期
的
・
計
画
的
な
整

備
更
新
が
で
き
て
い
な
い

・ 

大
型
の
設
備
は
自
前
で
の
整
備
が
困
難
。
研
究
費
で
は

少
額
の
機
器
等
し
か
整
備
で
き
な
い

・ 

研
究
設
備
・
機
器
等
の
導
入
・
運
用
・
共
用
促
進
を
支

え
る
専
門
技
術
者
が
不
足

○
具
体
的
方
策

こ
の
た
め
、
以
下
の
取
組
に
よ
る
、
研
究
設
備
・
機
器

等
の
環
境
整
備
と
研
究
推
進
体
制
の
強
化
を
一
体
的
に
行

う「
ラ
ボ
改
革
」に
よ
り
、
研
究
時
間
の
抜
本
的
拡
充
と
研

究
効
率
の
最
大
化
を
図
り
、
研
究
者
が
よ
り
自
由
に
研
究

に
打
ち
込
め
る
環
境
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

【
ラ
ボ
単
位
の
環
境
整
備
】

・ 

施
設
の
戦
略
的
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
、

機
器
共
用
等
ス
ペ
ー
ス
創
出

・ 

A
I
・
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
活
用
等
に
よ
る
研
究
室
等
の
ス

マ
ー
ト
ラ
ボ
ラ
ト
リ
化
の
促
進
を
通
じ
た
研
究
の
効
率
化

【
組
織
と
し
て
の
環
境
整
備
】

・ 

分
散
管
理
さ
れ
て
き
た
研
究
設
備
・
機
器
を
コ
ア
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
と
し
て
共
用

【
組
織
を
超
え
た
環
境
整
備
】

・ 

国
内
有
数
の
先
端
的
な
大
型
研
究
施
設
・
設
備
の
戦
略

的
・
計
画
的
更
新

・ 

大
学
共
同
利
用
機
関
の
検
証
実
施
や
連
合
体
の
創
設
検

討
、
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
の
強
化
・
充
実

・ 

大
規
模
学
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
厳
格
な
進
捗
管
理
、
優

先
順
位
付
け
、
計
画
の
新
陳
代
謝
促
進

【
研
究
推
進
体
制
の
強
化
】

・ 

研
究
基
盤
の
運
営
の
要
た
る「
技
術
職
員
」の
育
成
・
活

躍
促
進

【
更
な
る
研
究
効
率
の
向
上
・
事
務
負
担
の
軽
減
】

・ 

学
内
に
お
け
る
会
議
等
の
負
担
軽
減

・ 

事
務
手
続
の
電
子
化

・ 

競
争
的
資
金
制
度
の
更
な
る
改
善

JST戦略的創造
研究推進事業等

科学研究費助成事業（科研費）

基盤的経費

不採択課題からの価値ある研究の発掘や若手
の新しいアイデアへの評価

・不採択課題の中にも潜在的に価値の高い研究がある可能性
・若手の新しいアイデアをどう評価するか

その他の研究資金確保方策の確立
・産学連携による外部資金の拡充・資金の柔軟な活用
が重要

研究資金制度の適正化
・FAにおける手続きの煩雑さが研究者の負担になって
いるのではないか
・研究資金制度が乱立し研究者にとって分かりづらく・
使いづらくなっていないか

研究資金改革の論点

研究者の継続的な挑戦を支援するため、それぞれの研究フェーズに応じた研究資金制度の改革・連携が必要

資金配分機関（FA）間連携の強化・体制整備
・研究費間の繋ぎを構築し、研究の発展の後押しが必要

新興・融合領域の開拓に資する
取組の強化
・新たな研究分野への挑戦が不足

若手研究者への重点支援
・若手が自立的な研究を実施する上で、
安定的な資金の確保が課題
・海外への研究者の派遣者数が少ない

研究資金の採択の在り方
・審査の透明性の向上、制度の評価・検証が重要
・応募件数増加に伴う審査負担が課題

基盤的経費と競争的資金によるデュアルサポートの維持
・競争的資金が確保できない場合に研究の継続が困難
・大学等において社会経済を支える基盤技術に関する研究
の維持・発展が困難

拠点形成型プロジェクトの進化
・拠点と大学本部の連携が不足
・成果継続に向けた支援方策が必要

国家プロジェクトとの連携
・研発法人と大学等の連携強化が必要

研究の国際化の強化
・他国の動向に比し、国際頭脳循環への
参画や国際的な共同研究（結果的に国
際共著論文）の振興に課題

他省の資金配分機関（NEDO等）
との連携、産学官連携・ベンチャー
等の出口支援の促進
・優れたシーズの社会実装に向けた
他省FAとの連携や産学官連携等の
出口支援の促進が不十分

４

研究力向上加速プランの更なる推進
（若手研究者の重点支援、新興・融合領域の開拓の強化、

海外経験の拡充、研究費の国際化）
○若手研究者への重点支援
○新興・融合領域への挑戦促進
○海外で研さんを積み挑戦する機会の抜本的拡充
○国際共同研究の強化【再掲】
（国際共同研究プログラムの強化、国内向け研究費を活用した国際共同研究の推進）

基盤的経費と競争的資金によるデュアル・サポートを通じた多様性の確保
○研究機関による独自の研究費措置の取組を促す仕組みの導入
⇒間接経費の活用に加え、以下のような取組を通じ、大学が自由な裁量で活用可能な経費を拡大
（活用例：基盤的研究費や存続が困難な基盤技術の育成・確保、地方大学における特色ある取組等）

・競争的資金の直接経費から研究代表者（PI）への人件費等への支出を可能に
・設備等共用促進策（ラボ改革）との連携
○大学共同利用機関の検証実施や連合体の創設検討、共同利用・共同研究拠点の強化・充実
⇒全国各地の学術基盤を支える共同利用・共同研究体制の機能強化により、将来性のある意欲的な研究
を支え、裾野の広い研究支援体制を構築

○国立研究開発法人と大学・大学共同利用機関等との連携の強化
⇒研発法人と大学等が連携し、存続が困難な基盤技術に資する分野を含めた多様な研究開発や
人材育成の維持・強化に貢献

○産学連携や知財マネジメントを通じた外部資金の獲得・企業からの投資の呼び込み

資金配分機関（ＦＡ）間連携の強化
○戦略目標策定プロセスへの他のＦＡの関与
○FA間、FA内における円滑なステップアップの仕組み導入の検討
○各FA部会の連携（研究動向の相互共有等）による制度改善
○シンクタンク間（JST/CRDS, NISTEP等）の連携強化
○支援メニューの再編・簡素化、相談窓口の設置
（A-STEP事業における先導的取組として）

すそ野の広い富士山型の研究資金体制を構築し、多様性を確保しつつ挑戦的かつ卓越した世界水準の研究を支援
それぞれの研究フェーズに応じた研究費を活用して山頂（研究の発展）を目指す

数十年後を見据え、社会の発展へとつながる基礎的・革新的なシーズの探求・発展によりSociety5.0の
実現に貢献

富士山型の研究資金体制の構築－研究者の継続的な挑戦を支援－

制度の評価・検証の徹底

○研究費制度の改善・
検証

○審査の透明性の向上

○審査負担の軽減など
に対応した審査方法
の改善

○次へのステップのため
の評価

○最新の研究動向に関す
る調査分析機能の強化

等

内閣府との連携
○恒常的な意見交換の場の
設置

○申請書様式の統一

○執行ルールの統一

○審査方法の情報共有

○府省共通研究開発管理
システム（e-Rad）の改善

等

拠点形成プログラムにおける成果の継続
○大学改革と連携した拠点事業の成果継続へのインセンティブ付与
○拠点型産学官連携制度の大括り化

５

最新の研究動向に合わせて、効果的で
獲得しやすい研究費制度に

引き続き、「若手」「新興・融合」
「国際」をキーワードに支援

より使いやすい研究費制
度へと不断の見直し

競争的資金を獲っていなくても継
続的な研究を可能に

より使いやすい研究費制
度へと不断の見直し

拠点プログラムの成果を
組織全体に浸透
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・ 

学
術
情
報
基
盤
の
整
備

「
研
究
力
向
上
改
革
2
0
1
9
」に
関
す
る
文
部
科
学
省

の
ペ
ー
ジ
の
U
R
L

h
ttp

://w
w

w
.m

ex
t.g

o.jp
/a_m

en
u

/oth
er/1416069.htm

研究者が研究に充てる時間割合が減少傾向にあるとの指摘がある中、これまで研究費の運用改善や各大学内の会議等業務の効率化
促進を図ってきたが、これらの取組だけでは研究環境の改善に限界がある。

研究環境改革の論点

○研究費等に関する手続きにおける更なる負担軽減・利便性向上が必要
○アンケート結果によれば、研究時間を増やすために効果ある取組として、「会議の頻度や負担を少なくすること」が最多
○委託費等での機器の購入における使い勝手が良くない

○スペース配分の硬直化や施設の機能劣化が、研究設備・機器等の整備・運用の支障になっている
○研究現場の生産性向上に資する機器等の開発・導入の取組が分野によってばらつき
○研究室単位での囲い込みが進行。研究組織内外の設備・機器等の共用や中長期的・計画的な整備更新ができていない
○大型の設備は自前での整備が困難。研究費では少額の機器等しか整備できない
○研究設備・機器等の導入・運用・共用促進を支える専門技術者が不足

研究環境に関する現状・課題

整備・運用することで、研究者が獲得した研究費を真に研究のためだけに使用できる研究環境を醸成していく必要。

○研究者の事務負担の軽減策に加え、生産性向上に資する研究設備・機器等の計画的な導入や共用とそれらを支える技術専門人材
の育成・確保を促進することで、研究時間の抜本的拡充と研究効率の最大化を同時に達成していく必要。

○また、このような研究設備・機器等（コアファシリティ）を個別の研究室ではなく研究組織が、計画的に戦略的リノベーション
等を進めつつ整備・運用することで、研究者が獲得した研究費を真に研究のためだけに使用できる研究環境を醸成していく必要。

事務負担の観点

研究設備・機器等の観点

６

研究設備・機器等の環境整備と研究推進体制の強化を一体的に行う「ラボ改革」により、
研究時間の抜本的拡充と研究効率の最大化を図り、研究者がより自由に研究に打ち込める環境を実現。

「ラボ改革」－Society5.0時代にふさわしい研究環境へ－

全ての研究者に開かれた研究設備・機器等の実現
設
備
・
機
器
の
共
用
ル
ー
ル
の
浸
透

○
競
争
的
資
金
で
整
備
す
る
大
型
研
究
設
備
・
機
器
等
の
共
用
化
（
公
募
要
領
等
に
記
載
）

○
共
用
設
備
・
機
器
の
利
用
の
促
進
（
公
募
要
領
等
に
記
載
）

○
研
究
機
器
購
入
の
た
め
に
合
算
使
用
可
能
な
研
究
費
の
対
象
を
更
に
拡
大

大
学
改
革

○
基
盤
的
経
費
や
財
源
多
様
化
等
に
よ
る
経
営
基
盤
強
化
、
連
携
・
統
合
の
促
進
、

財
政
支
援
の
メ
リ
ハ
リ
化
等
を
通
じ
た
教
育
研
究
基
盤
強
化

○
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
の
下
で
、
こ
れ
ら
取
組
の
あ
り
方
を
一
体
的
に
検
討

○学内における会議等の負担軽減
○事務手続きの電子化：researchmapやJREC-IN Portalの登録・使用の原則化
○競争的資金制度の更なる改善
○学術情報基盤の整備（研究データの保存・管理・利活用による研究の効率化・加速化等）

更なる研究効率の向上・事務負担の軽減

○分散管理されてきた研究設備・機器をコアファシリティとして共用
（「ラボから組織へ」）
⇒機器の共用に関する取組の好事例を展開（共用機器の見える化・外部共用化・
リースの導入・産学連携等）

○国内有数の先端的な大型研究施設・設備の戦略的・計画的更新
⇒大学・研究開発法人等が戦略的に整備・共用すべき大型研究施設・設備を洗い出し、
ネットワーク化、共用プラットフォーム化。戦略的・計画的に更新。
⇒研究開発の進展や新領域への対応、研究環境のスマート化に資する高度化・技術開発

○大学共同利用機関の検証実施や連合体の創設検討、共同利用・共同研究拠点
の強化・充実
⇒大学共同利用機関の改革や拠点のネットワーク化に向けた支援方策の検討

○大規模学術プロジェクトの厳格な進捗管理、優先順位付け、計画の新陳代謝
促進

大型・最先端の設備
に誰でもアクセス

可能に
(組織を超えた環境整備)

どの組織でも高度な
研究が可能な環境へ
(組織としての環境整備)

研究しやすい
機器・スペースに
（ラボ単位の環境整備）

チーム型研究体制に
よる研究力強化
(研究推進体制の強化)

○研究基盤の運営の要たる「技術職員」の育成・活躍促進
⇒技術職員のエキスパート(技術専門人材)としての組織的育成、スキルアップの促進、
活躍の場の拡大等

○施設の戦略的リノベーションによるオープンラボ、機器共用等スペース創出
⇒好事例の横展開、予算の配分や事業選定における評価を通じた取組促進

○AI・ロボット技術の活用等による研究室等のスマートラボラトリ化の促進を
通じた研究の効率化
⇒ＮＩＭＳにおいて、先進的な取組を試行

７

http://www.mext.go.jp/a_menu/other/1416069.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/other/1416069.htm
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教
育
再
生
実
行
会
議
は
、
令
和
元
年
5
月
17
日
、
第

十
一
次
提
言「
技
術
の
進
展
に
応
じ
た
教
育
の
革
新
、
新

時
代
に
対
応
し
た
高
等
学
校
改
革
に
つ
い
て
」を
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。

教
育
再
生
実
行
会
議
の
概
要

教
育
再
生
実
行
会
議
は
、
21
世
紀
の
日
本
に
ふ
さ
わ
し

い
教
育
体
制
の
構
築
に
向
け
て
教
育
改
革
を
推
進
す
る
た

め
、
平
成
25
年
1
月
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
が
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。
同
会
議
は
、
29
年
6
月
ま
で
に
十
次
に
わ

た
る
提
言
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
提
言
を
受
け
、
既

に
い
じ
め
防
止
、
教
育
委
員
会
改
革
、
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス

改
革
及
び
教
育
研
究
力
の
強
化
、
義
務
教
育
学
校
の
制
度

化
、
教
師
の
養
成
・
採
用
・
研
修
の
一
体
改
革
、
専
門
職

大
学
及
び
専
門
職
短
期
大
学
の
制
度
化
等
に
つ
い
て
法
改

正
等
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な
施
策
が
実
施
に
移
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
教
育
再
生
実
行
会
議
は
、
教
育

再
生
の
牽け
ん
い
ん
り
ょ
く

引
力
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

第
十
一
次
提
言「
技
術
の
進
展
に
応
じ
た
教
育
の

革
新
、
新
時
代
に
対
応
し
た
高
等
学
校
改
革
に

つ
い
て
」

我
が
国
で
は
、
人
口
減
少
や
少
子
・
高
齢
化
が
急
速
に

進
む
中
で
、
地
方
で
は
人
口
減
少
や
地
域
経
済
の
縮
小
が

進
ん
で
お
り
、
地
方
の
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
に
も
、
地

方
創
生
に
国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
人
生
1
0
0
年
時
代
に
お
い
て
は
、
一

人
一
人
が「
学
び
は
終
わ
り
の
な
い
プ
ロ
セ
ス
」で
あ
る
こ

と
を
意
識
し
、
生
涯
を
通
じ
て
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
、

能
動
的
に
学
び
続
け
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
A
I
や
I
o
T
な
ど
の
技
術
の
急
速
な
発
展
に
伴
い

Society5.0
が
到
来
し
つ
つ
あ
る
中
、
こ
う
し
た
技
術
の
開

発
に
関
す
る
国
際
的
な
競
争
は
激
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

今
後
更
に
加
速
す
る
で
あ
ろ
う
こ
う
し
た
様
々
な
社
会

の
変
化
に
対
し
、
子
供
た
ち
が
受
け
身
に
な
る
こ
と
な
く
、

そ
の
中
か
ら
積
極
的
に
チ
ャ
ン
ス
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
活
用

し
、
活
躍
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
育
を
通
じ

て
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
新
た
な
時
代
を
見
据
え
た
教
育
再
生
を
大
胆
に
進
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

教
育
再
生
実
行
会
議
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の

下
、「
技
術
の
進
展
に
応
じ
た
教
育
の
革
新
」と「
新
時
代

に
対
応
し
た
高
等
学
校
改
革
」の
二
つ
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

平
成
30
年
8
月
よ
り
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
を
設
け
て
検

討
を
重
ね
、
令
和
元
年
5
月
、
第
十
一
次
提
言「
技
術
の

進
展
に
応
じ
た
教
育
の
革
新
、
新
時
代
に
対
応
し
た
高
等

学
校
改
革
に
つ
い
て
」と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

本
提
言
で
は
、「
技
術
の
進
展
に
応
じ
た
教
育
の
革
新
」

に
つ
い
て
、

○ 

基
礎
的
読
解
力
や
数
学
的
思
考
力
を
は
じ
め
、
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
等
に
関
す
る
教
育
等
も
含
め
た
基
盤
的
な

学
力
や
情
報
活
用
能
力
の
育
成

○ 

学
習
指
導
要
領
の
一
部
改
訂
な
ど
、
教
育
課
程
の
不
断

の
見
直
し
を
進
め
、
中
長
期
的
な
観
点
か
ら
教
科
書
の

弾
力
的
見
直
し
に
つ
い
て
の
検
討

○ 

社
会
の
変
化
や
技
術
の
急
速
な
進
展
を
踏
ま
え
た
養

成
・
採
用
・
研
修
の
全
体
を
通
じ
た
教
師
の
資
質
・
能
力

の
向
上
、
外
部
人
材
の
積
極
的
な
活
用

○ 

全
て
の
小
・
中
・
高
等
学
校
等
で
遠
隔
教
育
を
活
用
で

き
る
よ
う
、
大
学
・
民
間
企
業
等
と
協
働
し
た
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
や
特
例
校
制
度
に
よ
る
指
導
法
研
究

○ 

ス
タ
デ
ィ
・
ロ
グ
等
を
活
用
し
た
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学

び
の
実
現
に
向
け
た
実
証
研
究
の
推
進

○ 

全
て
の
大
学
生
が
A
I
・
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の

基
礎
的
な
素
養
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
標
準
カ
リ

教
育
再
生
実
行
会
議
第
十
一
次
提
言

～
技
術
の
進
展
に
応
じ
た
教
育
の
革
新
、
新
時
代
に
対
応
し
た
高
等
学
校
改
革
～

内
閣
官
房
教
育
再
生
実
行
会
議
担
当
室
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技
能
の
伝
承
、
教
師
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
指
標
に

つ
い
て
学
校
種
ご
と
の
記
述

○ 

高
等
学
校
と
市
町
村
、
産
業
界
、
大
学
等
が
協
働
し
た

地
域
課
題
の
解
決
等
を
通
じ
た
学
び
の
実
現
、
高
等
学

校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
や
そ
の

在
り
方
の
検
討

○ 

文
理
両
方
を
学
ぶ
人
材
の
育
成
の
観
点
か
ら
、
文
系
・

理
系
に
偏
っ
た
試
験
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、
大
学
入

学
者
選
抜
の
在
り
方
の
見
直
し

○ 

不
登
校
な
ど
の
多
様
な
課
題
を
抱
え
る
生
徒
に
対
応
す

る
た
め
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
専
門
人
材
の

配
置
状
況
の
把
握
と
、
適
正
な
配
置
・
活
用
に
向
け
た

方
策
の
検
討
、
S
N
S
を
活
用
し
た
教
育
相
談
体
制
の

充
実

○ 

離
島
・
中
山
間
地
域
等
の
小
規
模
な
高
等
学
校
に
お
い

て
、
I
C
T
の
導
入
や
高
等
教
育
機
関
と
の
連
携
強
化

に
よ
る
学
習
の
多
様
性
や
質
の
高
度
化

な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

中
央
教
育
審
議
会
に
お
い
て
は
、「
新
し
い
時
代
の
初
等

中
等
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」4
月
に
諮
問
が
な
さ
れ
、

6
月
か
ら
審
議
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
提
言
の

内
容
を
踏
ま
え
て
、
制
度
改
正
等
に
向
け
た
検
討
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。
文
部
科
学
省
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
省

庁
と
連
携
し
て
、
提
言
の
内
容
の
着
実
な
実
現
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

キ
ュ
ラ
ム
の
作
成

○ 

高
等
専
門
学
校
に
お
い
て
、
大
学
と
連
携
し
た
高
度
な

専
門
教
育
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
連
携
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
導
入
の
促
進

○ 

障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
指
導
の
効
果
を
高
め
る
た

め
の
支
援
機
器
や
教
材
の
効
果
的
な
活
用
の
促
進

○ 

地
方
財
政
措
置（
単
年
度
1
，8
0
5
億
円
）が
講
じ
ら

れ
て
い
る
学
校
の
I
C
T
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
地
方

公
共
団
体
間
で
差
が
生
じ
て
い
る
要
因
等
の
分
析
と
、

必
要
な
対
応
の
実
施

○ 

競
争
的
な
環
境
で
安
価
に
I
C
T
機
器
等
を
調
達
で
き

る
よ
う
、
価
格
の
相
場
観
な
ど
モ
デ
ル
の
提
示
や
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
作
成

○ 

高
齢
者
や
障
害
者
、
外
国
人
等
の
図
書
館
利
用
が
容
易

と
な
る
よ
う
、
先
端
技
術
を
活
用
し
た
点
字
・
視
聴
覚

資
料
等
の
活
用
事
例
に
つ
い
て
調
査

な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、「
新
時
代
に
対
応
し
た
高
等
学
校
改
革
」に
つ
い

て
は
、

○ 

全
て
の
高
等
学
校
に
お
け
る
、
生
徒
受
入
れ
に
関
す
る

方
針
、
教
育
課
程
編
成
・
実
施
に
関
す
る
方
針
、
修
了

認
定
に
関
す
る
方
針
の
策
定

○ 

普
通
科
の
各
学
校
が
、
教
育
理
念
に
基
づ
き
選
択
可
能

な
学
習
の
方
向
性
に
基
づ
い
た
類
型
の
枠
組
み
の
提
示

○ 

文
系
と
理
系
科
目
の
両
方
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
ぶ
仕
組

み
の
構
築

○ 

標
準
的
な
授
業
時
間
の
在
り
方
を
含
む
教
育
課
程
の
在

り
方
の
見
直
し
、
教
科
書
の
弾
力
的
見
直
し
に
つ
い
て

の
検
討

○ 

校
内
研
修
の
充
実
、
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手
教
師
へ
の
知
識
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教育再生実行会議　第十一次提言 概要 「技術の進展に応じた教育の革新、新時代に対応した高等学校改革について」 令和元年
5月17日

・ 人口減少や少子・高齢化が急速に進む中で、地方創生を進めることが重要。さらに、人生100年時代を迎える中、AIやIoTなどの技術の急速な発展に伴
うSociety5.0が到来するとともに、グローバルな競争が激化。これらの変化に対応し活躍できる人材育成が急務であり、新たな時代を見据えた教育再
生を大胆に進めることが必要。

・ このような観点から、昨年8月より「技術の進展に応じた教育の革新」及び「新時代に対応した高等学校改革」をテーマに審議。今般提言を取りまとめ
るもの。

1.技術の進展に応じた教育の革新

背
　
景

・ 技術革新は、社会構造全体までも変えるインパクト。教育においても、一人一人の能力等に応じて公正に個別最適化された学びや、場所や時
間に制約されずに主体的に学び続けることができる環境を実現し得るもの。教育内容、教科書、教員養成など、全般的な対応が急務。

・ 一方、学校の ICT環境は脆弱であり、危機的な状況。ICTは教育の「マストアイテム」であるとの認識を関係者が共有し、整備の加速化が急務。

主
な
提
言
事
項

（1）Society5.0で求められる力と教育の在り方 （2）教師の在り方や外部人材の活用

▪ 基礎的読解力や数学的思考力をはじめ、データサイエンス等に関する教育等
も含めた基盤的な学力や情報活用能力の育成

▪ STEAM教育の推進
▪ 学習指導要領の一部改訂など、教育課程の不断の見直しを進め、中長期的な

観点から教科書の弾力的見直しについても検討

▪ 社会の変化や技術の急速な進展を踏まえた養成・採用・研修
の全体を通じた教師の資質・能力の向上

▪ 教員等の資質の向上に関する指標や教員研修計画へ、ICT活
用指導力の育成について明確に位置付け

▪ 教員養成を先導するフラッグシップ大学の創設
▪ 専門性の高い外部人材の積極的配置・活用、免許外教科担任

が多い教科の免許取得の促進

（3）新たな学びとそれに対応した教材の充実 （4）学校における働き方改革

▪ 全ての小・中・高等学校等で遠隔教育を活用できるよう、大学・民間企業等
と協働したプラットフォームの構築や、特例校制度による指導法研究

▪ スタディ・ログ等を活用した個別最適化された学び等の実現に向け実証研究
▪ スタディ・ログの収集・管理・分析等について整理
▪ 高等教育機関における遠隔教育の推進

▪ 校務情報化、表簿電子化等による働き方改革の推進

（5）AI時代を担う人材育成としての高等教育の在り方 （6） 特別な配慮が必要な児童生徒の状況に応じた支援の充実

▪ 全ての大学生がA I・数理・データサイエンスの基礎的な素養を身に付けられ
るよう標準カリキュラムの作成

▪ 高等専門学校において、大学と連携した高度な専門教育によるハイブリッド
型の連携教育プログラムの導入を促進

▪ 障害のある児童生徒への指導の効果を高めるための支援機器
等教材の効果的な活用の促進

▪ 通学が困難な児童生徒や帰国・外国人児童生徒等への支援の
観点から、全ての小・中・高・特別支援学校等で遠隔教育を
活用できるよう推進

（7）新たな学びの基盤となる環境整備、EBPMの推進

▪ 地方財政措置（単年度1,805億円）が講じられている学校のICT環境整備について、
　地方公共団体間で差が生じている要因等の分析と、必要な対応の実施
《参考：平成30年3月時点のICT環境整備状況》

普通教室の無線LAN整備率 【静岡県68.6%　福岡県9.4%】
教育用コンピュータ1台当たりの児童生徒数 【佐賀県1.8人　 埼玉県7.9人】

▪ 競争的な環境で安価にICT機器等を調達できるよう、価格の相場観などモデルの提示やガイドブックの作成
▪ 世界最高速級の学術通信ネットワーク「SINET」を、初等中等教育段階に開放
▪ 全国学力・学習状況調査の改善の検討

（8）生涯を通じた学びの機会の整備の推進 （9）教育現場と企業等の連携・協働

▪ 高齢者や障害者、外国人等の図書館利用が容易となるよう、先端技術を活用
した点字・視聴覚資料等の活用事例について調査

▪ 総合教育会議の活用等による首長と教育委員会が一体となっ
た教育の情報化の推進

▪ 企業等による、便利で安価なICT機器やネットワーク環境の開
発等、魅力的な教材の開発、技術的ノウハウの提供、人材供給、
EdTechを活用した事例創出等への積極的な協力を期待
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2.新時代に対応した高等学校改革

背
　
景

・ 高等学校は中学校を卒業したほぼ全ての生徒が進学。一方、高校生の能力、適性、興味・関心、進路等が多様化。高等学校が対応すべき教
育上の課題は複雑化。

・ 少子高齢化、就業構造の変化、グローバル化、AIやIoTなどの技術革新の急速な進展によるSociety5.0の到来など、高等学校を取り巻く状
況は激変。

・ これからの高等学校においては、生徒一人一人が能動的に学ぶ姿勢を身につけさせるとともに、文理両方をバランスよく学ぶこと等を通じ、
Society5.0をたくましく生きる力を育成。

主
な
提
言
事
項

（1）学科の在り方

▪ 全ての高等学校において、生徒受入れに関する方針、教育課程編成・実施に関する方針、修了認定に関する方針を策定
▪ 国は、普通科の各高等学校が、教育理念に基づき選択可能な学習の方向性に基づいた類型の枠組みを提示
〈類型の例〉

・ キャリアをデザインする力の育成重視
・ グローバルに活躍するリーダーの素養の育成重視
・ サイエンスやテクノロジーの分野等におけるイノベーターとしての素養の育成重視
・ 地域課題の解決等を通じた探究的な学びの重視

▪ 類型の種類や履修・指導体制の在り方について、中央教育審議会等において専門的・実務的に検討
▪ 文系・理系科目をバランスよく学ぶ仕組みの構築
【参考】　　生徒数（平成29年度） 普通科 239万人 （73%）
 専門学科 71万人 （22％）
 総合学科 18万人 （5％）

（2）高等学校の教育内容、教科書の在り方 （3）定時制・通信制課程の在り方

▪ 新高等学校学習指導要領の着実な実施
▪ 社会の変化に対応するための学習指導要領の一部改訂の実施、標準

的な授業時間の在り方を含む教育課程の在り方の見直し
▪ 技術革新の進捗が早い分野の教科・科目に係る教科書の弾力的見直

しを検討

▪ 定時制・通信制課程における生徒のキャリア形成に必要な社会的ス
キル等の育成方策について検討

▪ 通信制課程において「高校生のための学びの基礎診断」の活用促
進等による質の確保・向上

▪ 広域通信制高等学校の第三者評価の実証研究結果等を踏まえた更
なる質の確保・向上

（4）教師の養成・研修・免許の在り方 （5）地域や大学等との連携の在り方

▪ 校内研修の充実、ベテランから若手教師への知識技能の伝承
▪ 教師の資質の向上に関する指標について学校種ごとに記述
▪ 特別免許状の弾力的な活用等による、ポスドク、企業人材、アスリート、

芸術家などの外部人材の活用
▪ 特色ある教育活動を推進している校長の在職期間の長期化など、人事

異動の在り方の再点検

▪ 高等学校と市町村、産業界、大学等が協働した地域課題の解決等
を通じた学びの実現

▪ 高等学校におけるコミュニティ・スクールの導入と地域学校協働活
動の実施の推進

▪ 高等学校と地域をつなぐコーディネーターの役割やその在り方の
検討

（6）中高・高大の接続 （7）特別な配慮が必要な生徒への対応 （8）少子化への対応

▪ 文理両方を学ぶ人材の育成の観点から、文
系・理系に偏った試験からの脱却を目指し、
大学入学者選抜の在り方の見直し

▪ 入学者選抜改革やカリキュラム改善等、教育
の質向上に取り組む大学の支援の充実

▪ 高等学校卒業者の職業選択である「一人一
社制」について、よりよいルールとなるよう
検討

▪ 不登校などの多様な課題を抱える生徒に対
応するためのスクールカウンセラーなどの専
門人材の配置状況の把握と、適正な配置・活
用に向けた方策の検討、SNSを活用した教
育相談体制の充実

▪ 高等学校における通級による指導の充実、高
等学校入学者選抜における合理的配慮

▪ 障害のある生徒の自立と社会参加に向けた
学校と関係機関等の連携

▪ 日本語指導が必要な帰国・外国人生徒等の
受入体制の充実

▪ 離島・中山間地域等の小規模な高等学校に
おいて、ICT等の導入や高等教育機関との
連携強化により学習の多様性や質の高度化
を図る

▪ 都道府県における検討に資するよう、都道
府県における高等学校の再編や小規模校の
活性化の状況や事例を情報提供

今後、中央教育審議会等において、制度化に向け専門的・実務的に検討。
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Ⅱ
基
本
的
な
考
え
方

（
1
）外
国
人
と
の
共
生
を
進
め
る
意
義

外
国
人
は
産
業
の
担
い
手
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
少
子

高
齢
化
が
進
む
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、
日
本
文
化
・
地

域
活
動
の
担
い
手
と
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

彼
ら
を
通
じ
て
我
が
国
に
多
様
な
価
値
観
・
文
化
が
も
た

ら
さ
れ
る
こ
と
は
、
日
本
人
が
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
暮
ら
し

て
い
く
上
で
も
役
立
ち
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
本
の
情
報
を

世
界
に
発
信
す
る
上
で
も
、
日
本
を
知
る
外
国
人
の
貢
献

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
総
合
的
対
応
策
に
は
、
外
国
人
へ
の

日
本
語
教
育
・
外
国
人
児
童
生
徒
等
に
向
け
た
教
育
の
施

策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
の
具
体
化
を

進
め
る
た
め
、
省
内
に
浮
島
文
部
科
学
副
大
臣
を
座
長
と

す
る「
外
国
人
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
教
育
推
進
検
討

チ
ー
ム
」を
設
置
し
、
平
成
31
年
1
月
か
ら
8
回
に
わ
た

り
、
有
識
者
か
ら
の
意
見
聴
取
や
現
地
視
察
等
を
踏
ま
え

た
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
6
月
17
日
に
、
今
後

重
点
的
に
進
め
る
ア
ク
シ
ョ
ン
を
報
告
書
に
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。

外
国
人
と
の
共
生
社
会
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く

た
め
に
、
本
年
1
月
に
、
浮
島
智
子
文
部
科
学
副
大
臣

を
座
長
と
し
、
文
部
科
学
省
、
文
化
庁
の
関
係
課
か
ら
構

成
す
る｢

外
国
人
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
教
育
推
進

検
討
チ
ー
ム｣

を
設
置
し
ま
し
た
。
本
検
討
チ
ー
ム
に
お
い

て
、
視
察
、
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
重
ね
、
6
月
17
日

に
、
今
後
重
点
的
に
進
め
る
ア
ク
シ
ョ
ン
を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。
文
部
科
学
省
で
は
、
今
後
重
点
的
に
進
め
る
ア
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
教
育
の
充
実
、

外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
の
充
実
、
留
学
生
の
国
内

就
職
の
促
進
・
在
籍
管
理
の
徹
底
を
掲
げ
、
関
係
局
課
が

連
携
し
て
施
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
報
告
の
概
要
】

Ⅰ
検
討
の
背
景
と
経
緯

近
年
、
我
が
国
に
在
留
す
る
外
国
人
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
に
併
せ
て
、
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
数
及

び
、
日
本
語
学
習
者
数
は
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
深
刻
な
人
手
不
足
を
踏
ま
え
て
入
管
法
等
が
改
正
さ

れ
、
新
た
な
在
留
資
格「
特
定
技
能
」が
平
成
31
年
4
月

よ
り
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
政
府
と
し
て
、
外
国
人
材
の
適

正
な
受
入
れ
及
び
共
生
社
会
の
実
現
す
る
た
め
に「
外
国

人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
」が
策
定

外
国
人
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
教
育
推
進
検
討
チ
ー
ム
報
告

～
日
本
人
と
外
国
人
が
共
に
生
き
る
社
会
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
～

（
検
討
チ
ー
ム
事
務
局
）文
部
科
学
省
大
臣
官
房
国
際
課
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（
2
）外
国
人
と
の
共
生
に
向
け
た
取
組
の
方
向
性

外
国
人
の
子
供
た
ち
が
、
行
政
の
狭は
ざ
ま間

に
取
り
残
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
教
育
機
会
を
確
保
し
、
日
本
語
や
社

会
習
慣
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
日
本
文
化
へ
の
理
解

を
養
う
た
め
、
学
校
に
お
け
る
き
め
細
か
な
指
導
体
制
を

充
実
し
て
い
く
こ
と
が
ま
ず
必
要
で
す
。
ま
た
、
子
供
た

ち
の
母
語
・
母
文
化
な
ど
の
継
承
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

本
人
の
希
望
と
能
力
に
応
じ
て
、
日
本
社
会
へ
の
ス
ム
ー
ス

な
移
行
を
実
現
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

Ⅲ
新
た
に
取
り
組
む
べ
き
施
策

1
．外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
教
育
の
充
実

（
1
）学
校
に
お
け
る
き
め
細
か
な
指
導
体
制
の
更
な
る
充

実
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
公
立
学
校
に
お
け
る
日
本

語
指
導
が
必
要
な
外
国
人
児
童
生
徒
等
の
教
育
環
境
整
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
公
立
学
校
に
お
け
る

教
員
・
支
援
員
等
の
充
実
を
進
め
つ
つ
、
教
員
の
資
質
能

力
の
向
上
、
進
学
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
充
実
、
障
害
を
持

つ
子
供
を
含
む
き
め
細
か
な
指
導
体
制
の
更
な
る
充
実
を

図
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
法
律
の
規
定
に
基
づ
い
て
日

本
語
指
導
に
必
要
な
教
員
定
数
を
平
成
29
年
度
か
ら
令

和
8
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
、
毎
年
度
計
画
的
に
増
員

し
ま
す
。
そ
し
て
、
各
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
研
修

へ
の
指
導
者
派
遣
等
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
な
ど
に
よ
り
、

外
国
人
児
童
生
徒
の
指
導
に
関
す
る
研
修
の
機
会
を
充
実

さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
散
在
地
域
に
お
い
て
も
、
き
め
細
か

な
指
導
を
行
う
た
め
、
多
言
語
化
に
対
応
し
た
翻
訳
シ
ス

テ
ム
や
外
国
人
児
童
生
徒
等
に
と
っ
て
も
利
用
し
や
す
い

教
材
の
活
用
、
遠
隔
教
育
の
充
実
な
ど
、
I
C
T
を
活
用

し
た
支
援
体
制
を
整
備
し
ま
す
。
日
本
語
指
導
だ
け
で
な

く
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
等
と
し
て
は
、
外
国
人
の
子
供
の
高

校
へ
の
進
学
状
況
、
中
退
率
、
進
路
状
況
等
に
つ
い
て
実

態
の
把
握
を
進
め
、
中
学
校
・
高
等
学
校
に
お
い
て
将
来

を
見
通
し
た
進
路
指
導
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
包
括
的
な
支

援
を
行
い
ま
す
。

（
2
）地
域
と
の
連
携
・
協
働
を
通
じ
た
教
育
機
会
の
確
保

と
共
生

外
国
人
の
子
供
の
就
学
実
態
を
把
握
し
教
育
の
機
会
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
外
国
人
学
校
、
N
P
O
等
の
地
域

に
お
け
る
多
様
な
外
国
人
の
子
供
の
受
皿
と
、
教
育
委
員

会
や
学
校
の
連
携
を
促
進
し
、
共
生
社
会
の
実
現
を
図
り

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
義
務
教
育
諸
学
校
へ
の
多
言
語
に

よ
る
就
学
案
内
を
徹
底
し
、
学
齢
相
当
の
外
国
人
の
子
供

の
就
学
状
況
の
把
握
を
進
め
、
就
学
状
況
の
把
握
に
係
る

課
題
の
整
理
や
好
事
例
の
収
集
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
異

文
化
理
解
や
多
文
化
共
生
に
資
す
る
た
め
、
外
国
人
の
子

供
が
母
語
・
母
文
化
を
学
ぶ
機
会
に
配
慮
し
つ
つ
、
放
課

後
等
に
お
い
て
も
地
域
住
民
等
の
参
画
を
得
な
が
ら
、
日

本
語
、
日
本
文
化
へ
の
理
解
を
得
る
機
会
を
確
保
し
ま
す
。

そ
し
て
、
夜
間
中
学
に
お
い
て
生
徒
の
約
8
割
を
外
国
人

が
占
め
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
自
国
や
我
が
国
に
お
い
て

義
務
教
育
を
十
分
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
外
国
人
の
教
育

機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
夜
間
中
学
の
設
置
促
進
や
教
育

活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

2
．外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
の
充
実

日
本
語
教
育
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体

が
関
係
機
関
等
と
有
機
的
に
連
携
し
、
国
及
び
地
方
公
共

団
体
の
総
合
的
な
体
制
づ
く
り
等
、
地
域
に
お
け
る
日
本

語
教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
日
本
語
教
育
人

材
の
質
を
向
上
す
る
た
め
の
研
修
・
資
格
制
度
等
の
枠
組

み
・
支
援
策
を
整
備
し
、
安
定
的
に
人
材
が
確
保
で
き
る

環
境
を
実
現
す
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本

語
教
室
の
設
置
が
困
難
な
地
域
に
住
む
外
国
人
の
た
め
、

自
主
学
習
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
I
C
T
を
活
用
し
た
日

ジェット日本語学校の授業風景

外国人児童が在籍する小学校視察の様子
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本
語
学
習
教
材
の
開
発
・
提
供
を
進
め
つ
つ
、
教
材
の
更
な

る
多
言
語
化（
14
言
語
）に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
併
せ
て
日
本
語
教
育
全
体
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、

「
言
語
の
た
め
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
参
照
枠（
C
E
F
R
）」

を
参
考
と
し
て
、
一
般
的
な
日
本
語
教
育
の
標
準（
日
本

版
C
E
F
R
）の
共
通
参
照
レ
ベ
ル
と
能
力
記
述
の
策
定
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
留
学
生
が
急
増
し
て
い
る
法
務
省
告

示
日
本
語
教
育
機
関
の
質
の
向
上
に
向
け
て
、
今
後
も
法

務
省
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

3
．留
学
生
の
国
内
就
職
の
促
進
・
在
籍
管
理
の
徹
底

外
国
人
留
学
生
の
国
内
企
業
等
へ
の
就
職
に
つ
な
げ
る

仕
組
み
を
全
国
展
開
す
る
べ
く
、
企
業
等
と
連
携
し
外
国

人
留
学
生
の
我
が
国
で
の
就
職
を
促
進
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

認
定
し
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
大
学
と
企
業

等
が
連
携
し
、
ア
ー
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

就
職
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
実
施
、
外
国
人
留
学
生
が
我

が
国
で
の
就
職
に
必
要
な
ス
キ
ル
で
あ
る「
ビ
ジ
ネ
ス
日
本

語
」等
を
在
学
中
か
ら
身
に
付
け
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策

定
等
を
進
め
ま
す
。

留
学
生
の
在
籍
管
理
状
況
の
迅
速
・
的
確
な
把
握
と
指

導
の
強
化
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
指
導
の
結
果
、
在
籍
管

理
の
適
正
を
欠
く
大
学
等
に
つ
い
て
は
、
改
善
が
認
め
ら

れ
る
ま
で
の
間
、
原
則
留
学
生
の
受
入
れ
を
認
め
な
い
等

の
在
留
資
格
審
査
の
厳
格
化
を
図
り
ま
す
。

（
参
考
）開
催
実
績

第
1
回（
1
月
16
日
）

・ 

外
国
人
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
教
育
推
進
検
討

チ
ー
ム
の
設
置
に
つ
い
て

・ 

文
部
科
学
省
に
お
け
る
現
状
の
取
組
、
検
討
事
項
に
つ

い
て

・ 

2
0
1
9
年
度
予
算
の
効
果
的
な
実
施
に
つ
い
て

第
2
回（
1
月
25
日
）

・ 

視
察

大
阪
Y
M
C
A
国
際
専
門
学
校
、大
阪
市
立
南
小
学
校
、

大
阪
市
立
生
野
南
小
学
校

第
3
回（
2
月
19
日
）

・ 

外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
教
育
の
充
実
に
関
す
る
有
識

者
ヒ
ア
リ
ン
グ

（
外
国
人
子
供
へ
の
日
本
語
教
育
、
外
国
人
高
校
生
支

援
、
夜
間
中
学
）

佐
藤
郡
衛 

明
治
大
学
国
際
日
本
学
研
究
科
特
任
教
授

角
田 

仁 
 

東
京
都
立
一
橋
高
等
学
校
定
時
制
課
程
主

任
教
諭

須
田
登
美
雄 

東
京
都
足
立
区
立
第
四
中
学
校
教
諭

・ 

外
国
人
児
童
生
徒
等
の
教
育
の
充
実
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て

第
4
回（
3
月
13
日
）

・ 

外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
教
育
の
充
実
に
関
す
る
有
識

者
ヒ
ア
リ
ン
グ

（
障
害
の
あ
る
外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
教
育
、
不
就

学
の
実
態
把
握
）

神
本 

聰 
 

愛
知
県
教
育
委
員
会
特
別
支
援
教
育
課
課

長
補
佐

栗
木
健
二  

愛
知
県
小
牧
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

指
導
主
事

小
島
祥
美 

愛
知
淑
徳
大
学
准
教
授

・ 

外
国
人
の
子
供
の
就
学
の
促
進
及
び
就
学
状
況
の
把
握

等
に
つ
い
て

第
5
回（
4
月
17
日
）

・ 

日
本
語
教
育
の
充
実
に
関
す
る
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ

西
原
鈴
子  

N
P
O
法
人
日
本
語
教
育
研
究
所
代
表
理

事

田
尻
英
三 

龍
谷
大
学
名
誉
教
授

石
井
恵
理
子 

東
京
女
子
大
学
教
授

・ 

日
本
語
教
育
機
関
の
日
本
語
能
力
に
係
る
試
験
の
合
格

率
の
基
準
に
関
す
る
有
識
者
会
議
の
報
告
に
つ
い
て

第
6
回（
5
月
22
日
）

・ 

留
学
生
の
国
内
就
職
促
進p

に
関
す
る
有
識
者
ヒ
ア
リ

ン
グ

池
田
佳
子 

関
西
大
学
教
授

村
上 

健 

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
事
務
局
部
長

第
7
回（
5
月
27
日
）

・ 

視
察

　
J
E
T
日
本
語
学
校

第
8
回（
6
月
17
日
）

・ 

留
学
生
の
在
籍
管
理
に
つ
い
て

・ 

夜
間
中
学
の
教
育
活
動
の
充
実
に
つ
い
て

・ 

米
国
に
お
け
る
外
国
児
童
生
徒
教
育
支
援
に
つ
い
て

・ 

取
り
ま
と
め

ジェット日本語学校視察における意見交換
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文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
31
年
3
月
大
学
等
卒
業
者
及

び
高
等
学
校
卒
業
者
の
就
職
状
況
を
調
査
し
、
状
況
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
公
表
し
ま
し
た
。
な
お
、
大
学

等（
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
及
び
専
修
学
校
）

の
調
査
は
厚
生
労
働
省
と
共
同
で
行
い
ま
し
た
。

大
学
等
卒
業
者
の
就
職
状
況
調
査
に
つ
い
て

〈
調
査
の
概
要
〉

本
調
査
は
、
大
学
生
等
の
就
職
問
題
に
適
切
に
対
処
す

る
た
め
の
参
考
資
料
を
得
る
た
め
に
、
今
春
の
大
学
等
卒

業
者
で
就
職
を
希
望
す
る
者
の
就
職
状
況
を
平
成
31
年
4

月
1
日
現
在
で
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

本
調
査
は
、
設
置
者
・
地
域
の
別
等
を
考
慮
し
、
文
部

科
学
省
及
び
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
抽
出
し
た
学
校
に
つ

い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

・ 

調
査
依
頼
先
：
1
1
2
校（
国
立
大
学
21
校
、
公
立
大

学
3
校
、
私
立
大
学
38
校
、
短
期
大
学
20
校
、
高
等
専

門
学
校
10
校
、
専
修
学
校（
専
門
課
程
）20
校
）。

・ 

調
査
対
象
人
員
：
平
成
31
年
3
月
に
大
学
等
を
卒
業
す

る
学
生　

6
，2
5
0
人（
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等

専
門
学
校
：
5
，6
9
0
人
、
専
修
学
校（
専
門
課
程
）

5
6
0
人
）

・ 

調
査
開
始
年
度
：
平
成
8
年
度（
平
成
9
年
3
月
卒
業

者
）

・ 

調
査
時
期
：
年
4
回（
10
月
、
12
月
、
2
月
、
4
月
）

〈
調
査
結
果
の
概
要
〉

（
全
体
の
概
要
）

大
学
生
の
就
職
率
は
、
前
年
同
期
比
0
・
4
ポ
イ
ン
ト
低

下
の
97
・
6
％
と
、
調
査
開
始
以
降
2
番
目
に
高
く
、
引

き
続
き
高
水
準
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
の
景
気
の
緩

や
か
な
回
復
傾
向
を
受
け
た
、
企
業
の
高
い
採
用
意
欲
の

下
で
、
学
生
の
就
職
環
境
が
前
年
度
水
準
で
推
移
し
た
こ

と
、
ま
た
、
大
学
等
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
の
促
進
や
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
が
要
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

2
．就
職
率（
就
職
希
望
者
に
占
め
る
就
職
者
の
割
合
）

○
学
校
種
別
就
職
率

・ 

大
学
の
就
職
率
は
97
・
6
％
（
前
年
度
同
期
比
0
・
4

ポ
イ
ン
ト
低
下
）。
こ
の
う
ち
国
公
立
大
学
の
就
職
率

は
、
97
・
3
％
（
同
0
・
7
ポ
イ
ン
ト
低
下
）、
私
立
大

学
は
、
97
・
7
％
（
同
0
・
3
ポ
イ
ン
ト
低
下
）。

・ 

短
期
大
学
の
就
職
率
は
、
98
・
6
％
（
前
年
同
期
比

0
・
5
ポ
イ
ン
ト
低
下
）。

・ 

高
等
専
門
学
校
及
び
専
修
学
校（
専
門
課
程
）の
就
職

率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
99
・
6
％
（
前
年
同
期
比
0
・
4
ポ

イ
ン
ト
低
下
）、96
・
6
％
（
同
1
・
9
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）。

・ 

大
学
等（
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
）を
合

わ
せ
た
就
職
率
は
97
・
8
％
（
前
年
同
期
比
0
・
4
ポ

イ
ン
ト
低
下
）。
専
修
学
校（
専
門
課
程
）を
含
め
る
と

97
・
7
％
（
同
0
・
2
ポ
イ
ン
ト
低
下
）。

平
成
30
年
度
大
学
等
卒
業
者
及
び
高
等
学
校
卒
業
者
の

就
職
状
況
調
査
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
学
生
・
留
学
生
課

初
等
中
等
教
育
局
児
童
生
徒
課

（出典）大学等卒業予定者の就職内定状況調査（文部科学省・厚生労働省）

9年
3月卒
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11年
3月卒
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3月卒

13年
3月卒

14年
3月卒

15年
3月卒

16年
3月卒

17年
3月卒

18年
3月卒

19年
3月卒

20年
3月卒

21年
3月卒

22年
3月卒

23年
3月卒

24年
3月卒

25年
3月卒

26年
3月卒

27年
3月卒

28年
3月卒

29年
3月卒

30年
3月卒

31年
3月卒

※平成8年度から平成10年度までは、2月1日現在ではなく、3月1日現在の調査を実施

50％
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67.5

63.6

63.7

65.0
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61.3
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68.1 69.2
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93.6 93.9 94.4
96.7 97.3

77.4
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81.6
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82.9 83.5
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87.7
88.7

86.3

80.0 80.5
81.7

82.9

86.7
87.8

70％

80％
83.5

84.8

80.3

74.5 75.2
76.7 76.7

73.5 74.3

77.4

79.6
81.6

80.5

73.1

68.8

75.071.9
76.6

80.3 80.4

97.6 98.0 97.6

90.6 91.2 91.9

85.0
86.0

87.9

10月1日 12月1日 2月1日 4月1日

71.2

75.2
77.0

大学卒業（予定）者の就職（内定）率
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○
男
女
別
就
職
率

男
子
大
学
生
の
就
職
率
は
97
・
3
％
（
前
年
同
期
比

0
・
2
ポ
イ
ン
ト
低
下
）、
女
子
は
97
・
8
％
（
同
0
・
8

ポ
イ
ン
ト
低
下
）。
ま
た
、
国
公
立
大
学
で
は
、
男
子
96
・

7
％
、女
子
97
・
8
％
、私
立
大
学
で
は
、男
子
97
・
5
％
、

女
子
97
・
8
％
。

○
文
系
・
理
系
別
就
職
率（
大
学
の
み
）

文
系
の
就
職
率
は
97
・
4
％
（
前
年
同
期
比
0
・
8
ポ

イ
ン
ト
低
下
）、
理
系
の
就
職
率
は
98
・
4
％
（
同
1
・
2

ポ
イ
ン
ト
上
昇
）。

○
地
域
別
就
職
率（
大
学
の
み
）

関
東
地
区
の
就
職
率
が
最
も
高
く
98
・
1
％
（
前
年
同

期
比
0
・
4
ポ
イ
ン
ト
低
下
）。

高
等
学
校
卒
業
者
の
就
職
状
況
調
査
に
つ
い
て

〈
調
査
の
概
要
〉

本
調
査
は
、
高
校
生
の
就
職
問
題
に
適
切
に
対
処
す
る

と
と
も
に
、
高
等
学
校
に
お
け
る
適
切
な
進
路
指
導
を
推

進
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
、
今
春
の
高
等

学
校
卒
業
者
で
就
職
を
希
望
す
る
者
の
就
職
状
況
を
平
成

31
年
3
月
末
現
在
で
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

調
査
方
法
は
、
国
立
に
つ
い
て
は
該
当
国
立
大
学
法
人
、

公
立
に
つ
い
て
は
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
、
私
立
に
つ

い
て
は
各
都
道
府
県
知
事
部
局
を
通
じ
て
、
悉し
っ

皆か
い

調
査
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

・ 

調
査
開
始
年
度
：
昭
和
51
年
度（
昭
和
52
年
3
月
卒
業

者
）

・
調
査
時
期
：
年
3
回（
10
月
、
12
月
、
3
月
）

〈
調
査
結
果
の
概
要
〉

（
全
体
の
概
要
）

今
春
に
卒
業
し
た
高
校
生
の
就
職
率
は
、
前
年
同
期
比

0
・
1
ポ
イ
ン
ト
増
の
98
・
2
％
と
、
過
去
最
高
の
平
成

3
年
3
月
卒
に
次
ぐ
高
い
数
値
と
な
り
ま
し
た
。
厚
生
労

働
省
業
務
統
計（
平
成
31
年
3
月
末
現
在
）に
よ
る
と
、

高
校
生
の
求
人
数
は
、
前
年
同
期
比
10
・
2
％
増
の
約

47
万
7
0
0
0
人
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
数
年
の
景
気
の

緩
や
か
な
回
復
傾
向
に
よ
り
企
業
の
高
い
採
用
意
欲
が
続

い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
就
職
を
希
望
す
る
生
徒
自
身
の

努
力
に
加
え
、
各
学
校
に
お
け
る
勤
労
観
・
職
業
観
を
養

う
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
取
組
等
を
は
じ
め
、
教
職
員
が
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
や
雇
用
主
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
生
徒

一
人
一
人
に
対
し
て
き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
結
果
の
概
要
）

1
．就
職
希
望
者
数
・
就
職
者
数
等

○
卒
業
者
： 

1
，0
5
6
，8
4
7
人

（
前
年
同
期
1
，0
6
1
，4
9
4
人
）

○
就
職
希
望
者
：
1
8
7
，3
4
2
人

（
前
年
同
期
1
8
7
，7
1
5
人
）

・
う
ち
就
職
者
：
1
8
3
，8
9
1
人

（
前
年
同
期
1
8
4
，0
9
4
人
）

・ 

う
ち
未
就
職
者
：
3
，4
5
1
人

（
前
年
同
期
3
，6
2
1
人
）

2
．就
職
率（
就
職
者
の
就
職
希
望
者
に
対
す
る
割
合
）

98
・
2
％
（
前
年
同
期
比　

0
・
1
ポ
イ
ン
ト
増
）

○
男
女
別
就
職
率

男
子　

98
・
5
％
（
前
年
同
期
比
同
）

女
子　

97
・
6
％
（
前
年
同
期
比
0
・
2
ポ
イ
ン
ト
増
）

○
学
科
別
就
職
率（
就
職
率
が
高
い
順
）

「
工
業
」
　

99
・
5
％
、「
農
業
」
　

99
・
0
％
、

「
商
業
」
　

98
・
9
％
、「
水
産
」
　

98
・
8
％
、

「
家
庭
」
　

98
・
6
％
、「
看
護
」
　

98
・
4
％
、

「
情
報
」
　

98
・
3
％
、「
福
祉
」
　

98
・
2
％
、

「
総
合
学
科
」
　

97
・
5
％
、「
普
通
」
　

96
・
6
％

※「
そ
の
他
」の
学
科
は
除
く
。

※ 「
看
護
」に
関
す
る
学
科
は
看
護
師
5
年
一
貫
課
程
が
主

新規高等学校卒業（予定）者の就職（内定）状況

（年度）
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就職（内定）率10月末 就職（内定）率12月末

就
職（
内
定
）率（
％
）

就職率3月末

注1 平成22年度卒業者の平成23年3月末現在の就職状況については、東日本大震災の影響により調査が困難とする岩手県の５校及び福島県の５校は、調査から除外。
注2 平成3年度から平成6年度の4年間については、都道府県等の事務負担軽減を図るため年3回の調査を年2回として実施。

平成31年3月末現在
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と
な
る
た
め
、
5
年
課
程
5
年
次
の
就
職
率
を
示
し
て

い
る
。

○
都
道
府
県
別
就
職
率

・ 
就
職
率
が
高
い
県
：

福
井
県　

99
・
9
％
、
富
山
県　

99
・
7
％
、

石
川
県　

99
・
7
％
、
岩
手
県　

99
・
7
％
、

三
重
県　

99
・
6
％

・ 

就
職
率
が
低
い
県
：

沖
縄
県　

92
・
9
％
、
大
阪
府　

95
・
2
％
、

神
奈
川
県　

95
・
4
％
、
東
京
都　

96
・
1
％
、

千
葉
県　

96
・
4
％

○ 

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
害
が
甚
大
な
3
県
の
就
職

率岩
手
県　

99
・
7
％（
前
年
同
期
比
0
・
3
ポ
イ
ン
ト
増
）

宮
城
県　

98
・
8
％
（
前
年
同
期
比
同
）

福
島
県　

99
・
6
％（
前
年
同
期
比
0
・
3
ポ
イ
ン
ト
増
）
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○ 

日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、
世
界
中
の
方
々
に
と
っ
て
親

し
み
や
す
い
名
称
で
あ
る
こ
と

を
期
待
し
て
、
本
年
2
月
15
日
か
ら
4
月
8
日
ま
で
理
化

学
研
究
所
に
お
い
て
一
般
公
募
が
実
施
さ
れ
、
5
，1
8
1

件
の
応
募
の
中
か
ら
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
富
岳
」は〝
富
士
山
〟の
異
名
と
し
て
、
富
士
山
の「
高

さ
」が「
性
能
の
高
さ
」を
表
す
と
と
も
に
、
富
士
山
の「
裾

野
の
広
が
り
」が「
ユ
ー
ザ
ー
の
拡
が
り
」を
意
味
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
富
士
山
は
海
外
の
方
々
か
ら
の
知
名
度
も
高

い
こ
と
、
世
界
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
名
称
は
、
山

に
ち
な
ん
だ
名
称
の
潮
流
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て

名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

「富岳」の筐体

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ 

ポ
ス
ト「
京
」の
名
称
が

「
富
岳（
ふ
が
く
）」に
決
定

文
部
科
学
省
研
究
振
興
局
参
事
官（
情
報
担
当
）付 

計
算
科
学
技
術
推
進
室

平
成
26
年
度
よ
り
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ「
京
」の
後

継
機
と
し
て
開
発
を
実
施
し
て
き
た
ポ
ス
ト「
京
」の
名
称

に
つ
い
て
、
令
和
元
年
5
月
23
日
に
理
化
学
研
究
所
よ
り

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ「
富
岳
」に
決
定
し
た
と
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
情
報
基
盤
技
術
は
、
全

て
の
人
と
モ
ノ
が
つ
な
が
り
、
今
ま
で
に
な
い
新
た
な

価
値
を
生
み
出
す
超
ス
マ
ー
ト
社
会
の
実
現
を
目
指
す

Society5.0

社
会
に
お
い
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

社
会
的
課
題
の
解
決
や
人
工
知
能
開
発
や
情
報
の
流
通
・

処
理
に
関
す
る
技
術
開
発
を
加
速
す
る
た
め
に
、
必
要
不

可
欠
な
技
術
で
す
。
ま
た
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
や
A
I

と
い
っ
た
大
規
模
デ
ー
タ
を
用
い
た
科
学
的
手
法（
デ
ー
タ

科
学
）は
理
論
、
実
験
・
観
測
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
次

ぐ「
第
4
の
科
学
」と
呼
ば
れ
、
近
年
で
は
デ
ー
タ
科
学
と

計
算
科
学（
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）と
の
融
合
・
連
携
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
富
岳
」の
由
来

ポ
ス
ト「
京
」の
名
称
は

○ 

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
拠
点
・
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
る
こ
と

「
富
岳
」の
開
発
に
つ
い
て

「
富
岳
」の
開
発
は
、
我
が
国
の
科
学
技
術
の
発
展
、
産

業
競
争
力
の
強
化
に
資
す
る
た
め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創

出
や
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
つ
な
が
る
最
先
端
の

研
究
基
盤
と
し
て
、
令
和
3
年
か
ら
4
年
の
運
用
開
始
を

目
標
に
、
平
成
26
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

「
富
岳
」は
最
大
で「
京
」の
1
0
0
倍
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
実
効
性
能
と
消
費
電
力
30
〜
40　
MW
を
目
標
に
開
発

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
協
調
的
に
開
発（C

o-design

）す
る
こ
と
で
、
使
用
者

に
と
っ
て
使
い
勝
手
の
良
い
世
界
最
高
水
準
の
ス
ー
パ
ー
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に
お
い
て
は
、
国
家
的

課
題
の
解
決
を
目
指
す
社
会
的
・
科
学
的
課
題
と
し
て
、

次
の
九
つ
の
重
点
課
題
を
選
定
す
る
と
と
も
に
、「
富
岳
」

で
新
た
に
取
り
組
む
べ
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
課
題
と
し
て

選
定
し
た
四
つ
の
萌ほ
う

芽
的
課
題
と
併
せ
て
推
進
し
て
い
ま

す
。

（
重
点
課
題
）

健
康
長
寿
社
会
の
実
現

・ 

高
速
・
高
精
度
な
創
薬
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
に
よ

る
新
薬
開
発
加
速
化

・ 

医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
と
生
体
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
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「
富
岳
」は
、
平
成
30
年
11
月
に
実
施
さ
れ
た
総
合
科
学

技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
で
の
中
間
評
価
で
、「
ポ
ス
ト

「
京
」（
当
時
）の
製
造
・
設
置
に
向
け
遅
延
な
く
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
適
当
」と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
開
発
か

ら
製
造
段
階
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。

「
京
」か
ら「
富
岳
」へ

「
富
岳
」の
製
造
・
設
置
に
伴
い
、
平
成
24
年
の
共
用
開

始
か
ら
約
7
年
間
稼
働
し
て
き
た「
京
」は
、
今
年
8
月
16

日
に
計
算
資
源
の
共
用
を
終
了
し
、
9
月
か
ら
撤
去
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で「
京
」は
単
純
な
計
算
性
能
を
評
価
す
る
ラ
ン

キ
ン
グ「TO

P
500

」で
は
、
平
成
23
年
6
月
と
11
月
に
世

界
1
位
を
獲
得
し
、
実
際
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
使
わ
れ

る
計
算
性
能「H

PC
G

」、「G
raph500

」の
ラ
ン
キ
ン
グ

で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
3
期
連
続
、
9
期
連
続（
通
算
10
期
）で

世
界
1
位
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
世
界
で
初
め
て
、ナ
ノ
レ
ベ
ル
の
高
精
度
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
、
こ
れ
ま
で
の
限
界
を
突
破
し
た
デ

バ
イ
ス
設
計
に
道
筋
を
立
て
た
研
究
や
、
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
天
体
形
成
過
程
の
研
究
で
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
分
野
で
世
界
最
高
の
賞
で
あ
る
ゴ
ー
ド
ン
・
ベ

ル
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
気
象
衛
星「
ひ
ま
わ
り
8
号
」の
デ
ー
タ
を「
京
」

を
使
っ
て
解
析
し
、
今
ま
で
1
時
間
ご
と
に
更
新
さ
れ
て

い
た
気
象
予
測
が
10
分
ご
と
に
更
新
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

将
来
の
気
象
予
測
に
革
新
を
も
た
ら
す
と
期
待
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、SPring-8

、J-PA
R

C

、「
京
」を
活
用
し
高

度
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
解
析
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
低
燃

費
性
能
と
グ
リ
ッ
プ
性
能
を
高
次
元
で
維
持
し
な
が
ら
耐

よ
る
病
気
の
早
期
発
見
と
予
防
医
療
の
支
援
実
現

防
災
・
環
境
問
題

・ 
気
象
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
に
よ
り
、
竜
巻
や
豪
雨
を
的

確
に
予
測

・ 

地
震
の
揺
れ
・
津
波
の
進
入
・
市
民
の
避
難
経
路
を
メ
ー

ト
ル
単
位
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

・ 

太
陽
電
池
や
燃
料
電
池
の
低
コ
ス
ト
・
高
性
能
化
や
人

工
光
合
成
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
か
ら
メ
タ
ン
回
収
を
実

現
・ 

電
気
自
動
車
の
モ
ー
タ
ー
や
発
電
機
の
た
め
の
永
久
磁

石
を
省
レ
ア
メ
タ
ル
化
で
実
現

産
業
競
争
力
の
強
化

・ 

次
世
代
産
業
を
支
え
る
新
デ
バ
イ
ス
や
材
料
の
創
成
の

加
速
化

・ 

飛
行
機
や
自
動
車
の
実
機
試
験
を
一
部
代
替
し
、
開
発

期
間
・
コ
ス
ト
を
大
幅
に
削
減

基
礎
科
学
の
発
展

・ 

宇
宙
で
い
つ
ど
の
よ
う
に
物
質
が
創
ら
れ
た
の
か
な
ど
、

科
学
の
根
源
的
な
問
い
へ
の
挑
戦

摩
耗
性
能
を
従
来
品
か
ら
51
％
向
上
さ
せ
た
低
燃
費
タ
イ

ヤ
の
開
発
・
製
品
化
に
成
功
す
る
な
ど
の
成
果
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

「
富
岳
」で
は「
京
」よ
り
も
大
規
模
か
つ
高
精
度
な
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
薬
候
補
物
質
の
生
体
内
で
の
反

応
を
よ
り
詳
細
に
解
明
す
る
こ
と
で
、
効
果
的
・
効
率
的

な
創
薬
の
実
現
や
、
複
数
の
地
震
を
想
定
し
た
災
害
予
測
、

「富岳」のCPU

スーパーコンピュータ「京」
ⒸRIKEN
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都
市
全
体
の
複
合
災
害
の
予
測
な
ど
に
よ
る
、
合
理
的
な

防
災
計
画
の
立
案
へ
の
貢
献
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、「
富
岳
」がSociety5.0

を

支
え
る
重
要
な
研
究
基
盤
で
あ
り
、
日
本
の
高
い
技
術
力

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
国
内
の
大
学
や
産
業
界
な
ど
に
広
く

利
活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
際
的
に
も
そ
の
成
果
が
発

信
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、「
富
岳
」の
製
造
を
着
実
に

行
う
と
と
も
に
、
成
果
を
早
期
に
創
出
で
き
る
よ
う
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

健康長寿社会の実現

エネルギー問題
基礎科学の発展

産業競争力の強化

防災・環境問題

「富岳」で期待される成果例

●高速・高精度な創薬
　シミュレーションの実現による
　新薬開発加速化

●太陽電池や燃料電池
　の低コスト・高性能化や
　人工光合成メタンハイド
　レートからメタン回収を
　実現

●電気自動車の
　モーターや発電機
　のための永久磁石
　を省レアメタル化で　
　実現

●宇宙でいつどのように物質が　
　創られたのかなど、科学の根源
　的な問いへの挑戦

●次世代産業を支える
　新デバイスや材料の
　創成の加速化

●飛行機や自動車の実機試験を　　
　一部代替し、開発期間・コストを　
　大幅に削減

●医療ビッグデータ解析と生体
　シミュレーションによる病気の
　早期発見と予防医療の支援実現

●気象ビッグデータ解析により、
　竜巻や豪雨を的確に予測

●地震の揺れ・津波の進入・　
　市民の避難経路をメートル
　単位でシミュレーション
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「
こ
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー
」は
文
部
科
学
省
を
は
じ
め

と
し
た
府
省
庁
等
が
連
携
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
説
明

や
省
内
見
学
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

当
省
で
は
多
数
の
展
示
・
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
御
参
加
く
だ
さ
い
。

「
こ
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー
」に
つ
い
て

「
こ
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー
」は
、
文
部
科
学
省
を
は
じ

め
と
し
た
府
省
庁
等
が
連
携
し
て
、
業
務
説
明
や
省
内
見

学
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
親
子
の
触
れ
合
い
を
深
め
、

子
供
た
ち
が
夏
休
み
に
広
く
社
会
を
知
る
体
験
活
動
の
機

会
と
す
る
と
と
も
に
、
府
省
庁
等
の
施
策
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
夏
休
み
期

間
中
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
が
興
味
を
引
く
よ
う
な
体
験
教
室
や
省
内
見

学
な
ど
を
25
府
省
庁
等
が
準
備
し
て
い
ま
す
。
文
部
科
学

省
で
は
80
を
超
え
る
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
親
子
で
の
触
れ
合
い
を
更
に
深
め
る

き
っ
か
け
と
し
て
是
非
御
参
加
く
だ
さ
い
。

文
部
科
学
省
で
実
施
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

文
部
科
学
省
で
は
、
省
内
の
二
つ
の
講
堂
や
様
々
な
会

場
に
お
い
て
、
教
育
、
科
学
技
術
、
学
術
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
等
の
各
分
野
に
関
す
る
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま

す
。以

下
は
実
施
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
例
で
す
。（
内
容

が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

●【「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」P
R
】イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た

り
ぬ
り
絵
を
し
た
り
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ
を
作
成

で
き
ま
す
。
同
時
に「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」の
説
明
、

ガ
イ
ド
の
配
布
も
行
い
ま
す
。

●【
沖
縄
の
自
然
を
楽
し
く
学
ぼ
う
！
】琉
球
列
島
に
生

息
す
る
昆
虫
標
本
な
ど
の
観
察
や
ク
イ
ズ
、
沖
縄
の
き
れ

い
な
海
に
生
息
す
る
生
物
の
映
像
な
ど
、
沖
縄
の
自
然
を

楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

●【
国
立
科
学
博
物
館「
作
っ
て
み
よ
う
！
万
華
鏡
」】透

明
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
用
し
て
、
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

万
華
鏡
を
制
作
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

●【
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会「
ト

ロ
フ
ィ
ー
ツ
ア
ー
」】ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
お
い
て
、

毎
大
会
の
優
勝
チ
ー
ム
に
渡
さ
れ
る
優
勝
カ
ッ
プ「
ウ
ェ
ブ
・

エ
リ
ス
・
カ
ッ
プ
」の
展
示
を
行
い
ま
す
。

●【
子
ど
も
茶
道
教
室
】子
供
た
ち
に
茶
の
湯
体
験
、
菓

子
の
頂
き
方
、
茶
の
飲
み
方
、
自
分
で
点
て
る
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
ま
す
。

●【
2
0
2
0
年
4
月
オ
ー
プ
ン
！
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博

物
館
が
や
っ
て
き
た
！
！
】新
た
に
オ
ー
プ
ン
す
る
博
物
館

の
展
示
内
容
の
解
説
や
、
展
示
資
料
を
使
っ
た
ミ
ニ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
博
物
館
や
ウ
ポ
ポ
イ（
民
族
共
生
象
徴
空
間
）

を
紹
介
す
る
動
画
を
放
映
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

８
月
７
日（
水
）・
８
日（
木
）

～「
こ
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー
」の
開
催
に
つ
い
て
～

文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
地
域
学
習
推
進
課

平成30年度に実施した「早寝早起き朝ごはん」PRの様子
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大
臣
室
へ
よ
う
こ
そ

文
部
科
学
大
臣
と
子
供
た
ち
が
大
臣
室
で
懇
談
や
記
念

撮
影
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。（
内
容
が
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

土
曜
学
習
応
援
団
に
よ
る
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

子
供
た
ち
の
豊
か
な
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、

多
様
な
企
業
・
団
体
等
が「
土
曜
学
習
応
援
団
」に
登
録
し

て
、
学
校
等
で
出
前
授
業
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
日
は

出
前
授
業
や
パ
ネ
ル
展
示
を
40
ほ
ど
行
い
ま
す
。
例
え
ば
、

キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
や
会
社
経
営
の
職
業
体
験
や
、
海

外
や
南
極
で
の
生
活
体
験
、
魔
法
の
ボ
ト
ル
や
紙
ヒ
コ
ー
キ

の
作
成
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
情
報
は「
学
校
と
地
域
で
つ
く
る
学
び
の
未
来
」

新
着
情
報
よ
り
御
確
認
く
だ
さ
い
。

● 

事
前
申
込
み
が
必
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
御
確

認
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/ikusei/

kengaku/index.htm

平成30年度に実施した「大臣室へようこそ」の様子

平成30年度に実施した「土曜学習応援団」の様子

http://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/kengaku/index.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/kengaku/index.htm


皆さん！「情報ひろば」を知っていますか？

情報ひろばホームページへGO！⇒ http://www.mext.go.jp/joho-hiroba/

皆様のお越しをお待ちしています。是非、お気軽にお立ち寄りください。

情報ひろば INFO
所 在 地：〒100 ─ 8959 東京都千代田区霞が関3 ─ 2 ─ 2
交通案内：銀座線「虎ノ門駅」11番出口 直結

千代田線「霞ヶ関駅」A13番出口 徒歩5分
開館時間：月曜〜金曜10時〜18時

※入館は閉館の30分前まで　※土曜日、日曜日、祝日、年末・年始休館
入 館 料：無料

〈お問合せ・団体見学申込先〉　文部科学省大臣官房総務課広報室事業第2係
TEL：03─6734─2170　Email：hiroba@mext.go.jp 

情報ひろば 案内図

1Fの直通
エレベーターで
3Ｆ展示室へ
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文部科学省ミュージアム「情報ひろば」では、「文部科学省エントランス」（新庁舎2F）を活用し、文部科学行政に関する展示と
情報発信を行っています。

令和元年7月1日から、新たに大阪府立大学及び愛媛大学の企画展示を行います（大阪府立大学は8月8日まで、愛媛大学は8
月9日まで）。文部科学省への来省の際は、是非お立ち寄りください！

○愛媛大学
超高圧合成が生んだ世界最硬「ヒメダイヤ」

ダイヤモンドは硬い物質ですが、愛媛大学地球深部ダイナミクス研究
センター（GRC）が合成に成功した「ヒメダイヤ」は天然の単結晶ダイ
ヤモンドをしのぐ世界で最も硬い物質です。GRCでは、地球・惑星深部
の超高圧・超高温の状態を再現する高圧実験や理論計算により、地球・
惑星の深部構造やダイナミクスを解明しています。

超高圧下でのみ合成可能な「ヒメダイヤ」は、工業的な用途のほか、そ
の高い硬度をいかして新たな高圧発生装置へ応用されるなど、地球惑星
深部研究の進歩に貢献しています。さらに、GRCが運営する共同利用・
共同研究拠点「先進超高圧科学研究拠点（PRIUS）」を通し、物性物理
学や材料科学など幅広い分野での国際共同研究の広がりにも大きな影
響を与えています。

今回は、「ヒメダイヤ」実物を展示し、愛媛で生まれた世界最先端の
新素材を御紹介します。

【実物展示】 ・ヒメダイヤ
【映　　像】 ・GRC紹介ビデオ（約６分）

○大阪府立大学
障がい者スポーツ科学とボッチャ

障がい者にとって、スポーツは、楽しみ、交流の場、競技、リハビリ、
そして社会参加のための一つの大きなツールにもなり得ます。大阪府
立大学総合リハビリテーション学研究科 奥田邦晴教授、片岡正教講師
の研究室では、これまで様々な障がい者スポーツの選手強化を科学的
にサポートしてきました。

今回「障がい者スポーツ科学とボッチャ」をテーマに、奥田・片岡研
究室の取組、ボッチャがもたらす様々な効果について御紹介します。

ボッチャは“ひとの可能性”を表出できるスポーツであり、普段私た
ちが考えているいわゆる「普通の概念」を根底から覆せるスポーツです。
皆様に障がい者スポーツやボッチャのことを知っていただき、その魅
力と奥深さを感じていただきたいと思います。

【実物展示】 ・ボッチャボール　・ボッチャ競技用補装具（ランプなど）
【映　　像】 ・ボッチャの競技解説
【パ ネ ル】 ・障がい者スポーツ科学と研究成果に関する紹介

 ・ボッチャ解説（ルールや戦略、見所など）　　など

「文部科学省 エントランス」において新たな企画展示を開始しました！

http://www.mext.go.jp/joho-hiroba/
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